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関 係 法 d岳、可ヨ
（誤官） （室賢官）
省 令 （ 文部105) 8 ・27
0大学設置基準の一部 を改正する 省 令 0 教員 の免許状授与の 所要資格を 得 さ せ る
i文部24) 9 ・ 1 た めの大学の専攻科の課程を 認定 し た 件
（ 文部106) 8 ・ 27
止zとョ ff 、 0 教員の免許状授与の所要資格 を 得させ る
0 学校教員統計調査規則の規定 に 基づき調 た め の大学の聴講生の課程 を 認定 し た 件
査範囲， 調査実施の年度 等 を 定め る 件 （ 文部107) 8 . 27 
（ 文部102) 8 . 20 0 養護教諭養成機関 を指定 し た 件
0 教員 の免許状授 与 の所要資格を 得 さ せ る （ 文部108) 8 ・27
た め の大学の課程を 認定 し た 件 o幼稚園教員養成機関 を 指定 し た 件
（ 文部104) 8 . 27 （ 文部109) 8 ・ 27
0教員の免許状授与の所要資格 を得さ せ る 0 小学校教員 養 成機関 を 指定 し た 件




職業補導担当者会議（ 8月26 日 ）
（審議事項）
( 1）昭和 58年 度学生指導賀 （ 校賀）就職指導費（旅費 ）
の配分に ついて
昭和58年度第10国学寮補導委員会（ 8 月 31日）
（審議事項 ）
( 1 ）学寮問題に つ い て
第5国学則改正検討小委員会（ 8月31 日 ）
品4ーテ 事
科学研究費補助金資料
こ の こ とに つ い て ， 昭和58年 度の予算額， 配分方針， 審査方針等に つ い て 次の と お り ま と め て み ま し た の で， 今
後 の参考に し て く ださ し、
（ 文部省科学研究費補助 金採択課題一覧か ら 抜すい）
ど －
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I . 昭和58年度科学研究費補助金予算額 （金額単位：千円）
干重 目 昭和58年度予算額 昭和57年度当初予算額 対前年度比較増ム；1,t
科 学 研 同プ』I,, 費 38,380,000 36,880,000 1 ,500 ,000 
特 別 推 進 研 究 2 , 000 , 000 1 , 000 , 000 1 , 000 , 000 
が ん 特 別 研 究 2 ,  070 ' 000 2 , 070,000 。
自 然 災害 特 別 研 究 530 ' 000 530 , 000 。
環 境 科 学 特 別 研 究 950 , 000 950 , 000 。
エ ネ ル ギ一 特別 研 究 2 '  100 ' 000 2 ' 1 00 ,  000 。
特 定 五汗 7ザL巴 4 , 770 , 000 4 , 770 , 000  。
栓、 ム口、 る汗 ゲ九巴 (A) 2 , 530 , 000 2 , 530 , 000 。
II (B) 1 80 ' 000 1 80 , 000 。
般 品庁 ヮ:1E (A) 3 , 910,000 3 , 9 10 , 000 。
II (B) 5 , 460 , 000 5 , 460 ,000 。
II (C) 4 , 520 , 000 4 , 520 , 000 。
奨 ！励 研 qプhし (A) 3 ,  230 , 000 2 , 980 , 000 250 , 000 
II  (B) 90 , 000 90,000 。
試 験 E青 ’ず7、Lユ 3 , 015 , 000 2 , 834 , 000 1 8 1 , 000 
海 外 学 術 調 先 1 , 1 25 , 000 1 , 056 , 000 69 , 000 
特 別 研 究 促 進費 1 , 900 , 000 1 ,  900 , 000 。
研 究成果 刊 行 費 780,000 780 ,000 。
学術I定期刊行物 448 , 000 448 , 000 。
主一・ 術 図 書 220 , 000 220 ' 000 。
二 次 刊 行 物 等 1 12, 000 1 12 , 000 。
特 別 奨 励 費 340,000 340,000 。
t回』 計 39,500,000 38 ,000 ,000 1,500,000 
II. 昭和58年度科学研究費補助金の配分基本方針
（ 学術審議会科学研究費分科会審査部会決定 ）
昭和58年度科学研究 費補助 金 の配分 は ， 昭和58年 2 来の研究成果 を も 厳正 に 評価 し ， 研究成果の期待で
月1 日 付け 「昭和58年度科学研究費補助 金の配分 に つ き る も の を選定するよ う に 配慮する。
いて 」 の諮問 に お け る 配分 に 当 た っ て の基本的考 え 方
に 基づ く ほ か， こ の 基本方針に よ る も の と する。
1 . 全種目共通事項
( 1 ) 研 究課題及び成果刊行は， 各研究種 目 の 目 的・性
格 に 即 し ， 我が固め学術の現状に 即 し て 重要 な も の
に つ き 重点的 に 選定す る 。 特に ， 研究課題の選定に
当たって は ， 研究目的の 明確 さ ， 研究の独創性， 学
会への貢 献度等 を考慮、す る と と も に 当該研究者の従
な お ， そ の際新 し い学問分野の開拓及 び進展に つ
い て も 十分配慮す る も の と する。
(2) 採択 し た 研究課題 及 び成果刊行に 対 し て は ， そ の
研究又は刊行の内容に 対応する必要 な 額 を 配分す る
も の と する。
(3) 研究及 び刊行計画の遂行上， 同一課題の継続 を 認
める種目に ついて は ， 次年度以 降 に お ける継続分 と
新規採択分 と の調 和 が保 た れ る よ う に採択計画 を た
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て る もの と する 。
2. 種目別事項
( 1 ) 二段審交 を 行 う 研究種 目 の 取 り 扱 い
品同号ー
① 総合研究（A） ・ （B）， 一般研究 （ A , B , C ）及び奨励
研究（A）に つ い て は ， 次のよ う に 取り扱 う こ と と す る 。
ア． 各専門分野への研究費の配分は， 人文， 社会，
自 然科学の各分!f!i•に わ た っ て 調和 を 図 る と と も
に 学 術研究の実 態 に 適合する よ う ， 次の方針に
基づき 別添昭和58年度科学研究 費 補助 金配分方
式 に よ る もの と す る 。
げ） 総合研究（A）， 及 び一般研究 （ A , B ,  C) 
⑦ 前年度 に 継続 を 予 定 し た継続分の枠と し
て ， 総合研究（A）に あ っ て は 前年度配分額の
Yz， 一般研究 （ A , B ,  C ） に あ っ て は 前
度配分額の%の 額 を あ ら か じ め設け て おく。
② 各研究種目の 本年度配分額か ら 上記の継
続分の額 を 除 い た 分に つ い て は， 前年度配
分額の実績， 本年度 申 請研究経 費 及 び本年
度申請研究課題数の 各要素 を そ れ ぞれ 6 : 
2 : 2 の比重で勘案 し て 配分す る 。
（イ） 奨励研究（A)
本年度配分額に つ き 前年度配分額の実績，
本年度 申 請研究経費及 び本年度 申 請研究課題
数 の 各要素 を そ れ ぞれ 6 : 2 : 2 の比重 で勘
案 し て 配分す る 。
（ウ） 総合研究（B)
各専門 別 の審査結果 に 基づい て 判 定す る 。
イ ． 下記に掲げ る 事項に つ き ， 450 , 000千 円 の範
囲内 で第2 段審査 に おける 調整 を行う。
（η 専門分 野 を 通 じ て採択率及び充足率の均衡
を図る た めの調整
（イ） 格段に 優 れている 研 究課題が極 め て 高 額 な
研究経費 を 要す る た め， これ を 採択す る 場合
定め ら れ た 配分額では 当 該分野 内 に おけ る 採
択計画 に 著 し く 支 障 を 生ず る 場合に よ る 調整
（ウ） 優 れた先駆的又は萌芽的研究に 係 る 採択計
画 の 調整
（エ） 人文・社会科学の研究の振興 の た めの調整
（ォ） そ の他調整の必要が認め ら れ る 事項
② 試験研究 に つ い て は次の よ う に 取り扱 う こ と と
す る 。
ア． 試験研究の目的， 性格 を十分踏 ま え ， 試験研




イ． 各専門分野への研究費の配分枠に つ い て は ，
あ ら か じ め こ れ を 設けな いこ と と し ， 第二 段審
査に おける 各分野別小委員 会 の 審査結果 を踏 ま
え ， 運営小委員会に お い て 調整決定す る 。
(2 ) 特別研究， 特定研究に つ い て は， 公募方 式 に よ る
研究に つ い ても十分配慮す る こ と と す る。
昭和58年度科学研究費補助金配分方式






A の専門分野別配分額 A 6a+2 b+2 c 
+(B一 ） ×
2 2 10 
② 一般研究 （ A , B , C ) 
A の専門分野別配分額 A 6a+2 b+2 c +(B一一）×
3 3 1 0  
③ 奨励研究（A)



















配分予定額 （千円 ） ｜
配分予定額 （ 千 円）
467, 100 
56 , 700 
94, 400 
409 , 400 




178 , 500 




守珪ナヨ F可 配分予定額 （ 千円 ）
人 文 系 171 ,  700 
物 理 系 1 , 2 1 2 , 800 
化 学 系 656 , 300 
生 物 系 1 ,  702 ' 1 00  
広 事真 士或 1 67 , 1 00 
計 3 ,  9 10 , 000 
4 . 一般研究（B)
専 F『 配分予定額 （千円 ）
人 文 系 337 , 400 
物 理 系 1,468 , 700 
化 寸点旦ー， 系 900'100 
生 物 系 2 , 61 0 ,  700 
広 事買 域 143,1 00 
計 5 , 460 , 000 
5 . 一般研究（C)
守f F'J 配分予定額（千円）
文 ，ミAソ． ． 265 , 600 
法 え｝そ 3 1 , 200 
経： i汽 学 6 1 , 300 
王型 ザ： 748 , 000 
工． 学 1,042,700 
農 主一 一・ 5 1 2 , 300 
匡 三一＇！噌一 1 , 520 , 700 
綾子子 領 域 338 , 200 
4 , 520,000 
6 . 奨励研究（A)
専 F可 配分予定額 （ 千円 ）
丈 寸＂＂＇与 1 93 , 800 
法 学 25 , 800 
，金オ正ム j斉 学 42 , 000 
E里 p寸且ー． 368 , 200 
工 学 697 , 700 
農 寸品2ー． 226 , 100 
医 三ナ旦， 1 , 443 , 800 
複合領 域 232,600 
計 3 , 230 , 000 
一円一




3 , 01 5,000 
参 考
文部大臣から学術審議 会 に 対 し 「昭和58年度科学研
究 費補助 金 の 配分 に ついて 」 に よ り諮問 し た 際「配分
に 当 た っ て の基 本的考 え 方 」 と し て 示 さ れ た事項
1 .  配分に 当 た っ て の基本的考 え 方 （ 別紙 ）
2 .  昭和58年度科学研究費 の研究計画 調 書及び同 目 録
3 .  昭和58年度研究成果刊行費 の計画調書及び同一覧
〈号I］ 紙〉
配分に当たっての基本的考え方
昭和58年度科学研究 費補助 金 （科学研究費及び研
究成果刊行費 ） の予算 （ 別添 ） の範囲内に おいて 配
分す る こ と。
2 .  科学研究費 の う ち ， 総合研究（A） ・ （ B）， 一般研究，
奨励研究（A） 及 び試験研究に あ っ て は ， 書面に よ る 第
1段審査 と 合議に よ る 第 2段審査の二段審査 と す る
こ と 。
3. 種 目 別 配分審査の考 え方
( 1) 科学研究費
① 特別推進研究
ア ． 国際的に 高い評価 を 得て い る 研 究 であ っ て ， そ
れ を よ り 一層促進 す る た め に 特 に 多額の研究費 を
必要 と す る も の に つい て ， 重点 的 に 研究費 を 交 付
す る こ と に よ り， 格段に 優 れ た 研究成果が期 待 さ
れ る 研究課題 を 選定 す る 。
イ ． 研究計画 の遂行上， 同 一課題 を 次年度以降 も 継
続 し て研究 を 行 う 必要があ る 場合 は ， そ の継続期
間 は 3 ～ 5 カ 年程度 と し ， そ の年 限内に 研 究が一
応 終了す る よ う に す る 。
② が ん 特別研究
ア ． がん 制圧の社会的 な要請に か ん がみ， が ん の予
防， 診断， 治療法 を 確立す る た め ， が ん の 基礎 的
研 究 を 集 中 的に 推進 す る こ と を 目 的 と す る も の で，
特に発がん 物質及び発がん機構 の 解析， がん細胞
の 本態 に 関す る 研究並びに 制 がん に 関す る 研究に
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重点 を お き ， 年次的， 日十［！！！j的かつ集中 的研究計画
の も と に 優れた成果ヵ、あが る よ う な も の を 選定す
る 。
イ ． 研究計画jの遂行上， 同一課題 を 次年 度以 降 も 継
続 し て研究 を 行 う 必要があ る 場合は， その継続期
間は 3 カ年以 内 と し， そ の限度年限内 に 研究が一
応終了す る よ う に す る 。
③ 白然災害特別研究
ア． 災害対策の 社 会的要請 に か ん がみ， 自 然災害の
実態 を 究明し， そ の予防， 軽減策 を 確立す る た め，
そ の基礎的研究 を 集 中 的 に 推進す る こ と を 目 的 と
す る も の で， 特に 異常 自 然現象の最大規模， 極値，
災害の素因， 誘因の予知 と 制御， 各種の防 災 機能
の破壊 限 界， 災害拡大 の メ カニ ズ ム ， 災害 の防止・
軽減 シ ス テ ム ， 環境の 変 化 に 伴 う 自 然災害 の予測，
特定地域の 自 然災害の予測及 び都市震外対策の研
究 に重 点 を お き ， 年次的， 計 画的かつ集中 的研究
計画の も と に 優 れ た 成果があが る よ う な も の を 選
定す る 。
イ ． 研究計画の 遂行上， 同一課題 を次年度以 降 も 継
続 し て研究 を 行 う 必要があ る 場合は ， その 継続期
間は3カ年以 内と し ， そ の限度年｜浪内 に 研究が一
応終了す る よ う に す る 。
④ 環境科学特別研究
ア． 人間活動が 人 聞 を と り ま く 環境 に ／えはす影響 と ，
そ れが史ーに 人聞の私Hi！， 健康， ひい ては生存にど
う は ねか え っ て く る か の問題について， 全地球的
ないし地域的な焼棋で， そ の基礎的研 究 を 集 中 的
に推進す る こ と を目的 と す る も ので あ り， 環境現
象の動態の究明， 域境悪化が人間に 対 し て与える
:;i�響の解明， 環境の保全ないし改善の た め の諸手
法の開発／えび環境情報 の確立に 関す る 研究等 に重
点． を お き ， 年次的， 計画 的かつ集 中 的研究計画の
も と に 優れ た 成果が あ カ、る よ う な も の を 選定す る 。
イ ． 研究計画 の遂行上， 同一課題 を次年度以降 も 継
続 し て研究 を 行 う 必要があ る 場合 は ， そ の継続期
間は 3 カ年以内 と し ， そ の限度年限 内 に 研究が一
応終了す る よ う に す る 。
⑤ エ ネ ルギー特別研究
ア ． エ ネ ルギー特別研究 （ エ ネ ルギ一）
（ア） エ ネ ルキー研究開 発 に 対す る 学Vf.j的及び社会
的要請に かんがみ， その基礎的研究 を 集 中 的 に
推進す る こ と を 目 的 と す る も ので， 新エ ネ ルギ
ーの開発に閲す る －1.'�礎研究， エ ネ ルギーの有効
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利用に 関す る 基礎研 究 及 びエ ネ ルギーの社会 的 ・
経済的諸問題等 に 関す る 研究に重点 を お き ， 年
次的， 計画 的かつ集 中的研究計画の も と に 優 れ
た 成果があが る よ う な も の を 選定す る 。
（イ ） 研究計画の遂行上， 同一課題 を 次年度以降 も
継続 し て研究 を 行 う 必要が あ る 場合は ， その継
続期 間 は 3 カ 年以内 と し ， そ の限度年 限 内 に 研
究が一応終了す る よ う に す る 。
イ． エ ネ ルギー特別研究 （ 核融 合 ）
げ ） 核融 合研 究 に 対 す る 学術的及び社会的要請 に
か んがみ， そ の基礎的研究 を 集 中 的 に推進す る
こ と を 目的 と す る も ので， 炉材料及 びプラズマ
ー壁相互作用 ， ト リ チ ウ ム理工学及び生物影響，
炉心制御の基礎， 超電導マ グ ネ ッ ト の開発， 核
融合ブランケ ッ ト 工学 及 び核融 合炉設計 と 評価
等の研究に重点 を お き ， 計画的かっ集 中 的研究
計画の も と に 優れ た 成果が あが る よ う な も の を
選定す る 。
（イ ） 研究計画の遂行上， 同一課題 を 次年 度以 降 も
継続して研究 を 行 う 必要が あ る 場合は， そ の継
続期 間 は 3 カ年以 内 と し ， そ の 限度年限 内 に 研
究が一応終了す る よ う に する。
⑥ 特 定 研 究
ア． そ の研究領域が学術的又は 社 会的要請の極めて
強い も の と して特に 定 め ら れ た こ と に か んがみ，
当 該領域の碁礎的研究 を年次的に推進させ る と と
も に 画 期 的 な 発 展 に 貢献す る 研究課題 を 選定し ，
そ れ ぞ れ の研究領域の研究 目 的が有効 に達成され
る よ う配慮す る も の と す る 。
イ． 各研究領域の研究期 間は 3 カ年 で あ る こ と に か
んがみ， 研究計画 の遂行上， 同一課題 を 次年度以
降 も 継続 し て研究 を 行 う 必要があ る 場合は， 当 該
研究領域の 限度年限内 に 研究が終了す る よ う に す
る 。
⑦ 総合 研 究 （A)
ア . 1 研 究機関 を 越 えて広 〈 異なる機関 に 所属 す る
研究者が， 共同 し て緊密な連絡 の も と に 行 う 焦 点
の し ぼ ら れ た具体的な研究課題 を 選定 す る 。
イ． 特に 研究組織が研究者個 々 の単なる 集合体では
な く ， 有機的協力 性があ る 共同 研究で研究成果の
学界への貢献度が高 い 研究計画 であ り ， かつ， 申
請研究経費の内容が合理的な も の と す る 。
ウ． 研究計画の遂行上 ， 同一課題 を 次年度以降 も 継
続して研究 を 行 う 必要があ る 場合 は ， そ の継続期
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聞 は 3 カ 年以内 と し ， そ の限度年 限内に 研究が一
応終了す る よ う に す る 。
③ 総 合 研 究 （ B)
ア . 1 研究機関 を 越 え て 広 〈 異 な る 機関 に 所属 す る
研究者が研究連絡 を 主目的 と す る もの で， 次の各
項の い ず れか に 該 当 す る もの を選定す る 。
（ 苅 「 特定研究」 や国際協力 研究等の よ う に ， 実
施 前に研究計画の検討 を 必要 と す る もの 。
（イ） 境界領域あ る い は 新 し い学 問分野等の研究 で
具体的 な 目 的 を もっ研究集会等 に よ って 研究連
絡 を 特に 必要とす る もの， そ の他学術振興上特
に 研究連絡の必要性が認め ら れ るもの 。
イ ． 研究期 間は l年とす る 。
⑨ 一 般 研 究
ア． 同ーの研究機関に 所属す る 研究者が数 人 で共同
し て 行 う 研究又は 1 人 で行 う 研究であって， 特色
あ る 研究 を 格段に進展 さ せ る よ う な研究課題 を 設
定す る 。 特に焦点の し ぽら れ た 具体的 な 目 的と独
創 的 な研究内容 を持ち， 研究成果の学界への貢献
度 が高い研究計画 であり， かつ， 申 請研究費の 内
容 が合理的 なもの を選定す る 。
な お ， 研究代表者と異 な る 機関 に 所属 す る 研究
者が研究分担者 と し て 一部協 力 す る 場合であって
も， そ の数 が 1 名であ リ ， か つ ， 研究費全額 に つ
い て ， そ の 管理 を 研究代表者の所属す る 研究機関
にお い て 行 う 場合は ， 一般研究 と し て取 り 扱 う も
の と す る 。
イ ． 特 に 数 人が共同 し て 行 う 研究に あって は ， 研究
者の有機的協 力 のも と に行わ れ る もの で， 当該研
究 を 行 う に ふ さ わ し い研究機関 で行わ れ る もの と
す る 。
ウ ． 研究計画の遂行上， 同一課題 を 次年度以 降も継
続 し て 研究 を 行う必要が あ る 場合は， そ の継続期
間 は 3 カ 年以内 と し ， そ の 限度年限内に 研究が一
応終 了 す る よ う に す る 。
⑬ 奨 励 研 究 （A)
ア． 研究機関に 所属す る 35オ以下 の若 い研究者 （ 昭
和 23年 4 月 1 日 以降 に 生 ま れ た 者 ） が 1 人 で行 う
研究であって， 奨来の発展が期 待 で き る 優れ た 着
想 を もっ研究課題 を 選定す る 。
イ ． 研究期間 は l 年とす る 。
。 奨 励 研 究 （ B)
ア． 小・ 中 ・ 高等学校の教職 員 ， そ の他研究機関 に
所属 し な い研究者の行 う 研 究 で， 大学等の研究機
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関 で行 わ れ な い よ う な 教育 的 ・ 社 会的意義 を 有す
る 研究課題 を 選定す る 。
イ ． 特に 研究者の研究実績・研究遂行の熱意等 を 考
慮 し ， 研究計画 に 具体性の あ る もの と す る 。
ウ ． 研究期 聞 は 1 年 と す る 。
⑫ 試 験 研 究
ア． 同 ー の研究課題 に つ い て 研究者が通常数 人 で共
同 し て 行 う 研究であって， 基礎 と な る 研究成果 の
累積 を 踏 ま え て ， 更 に 研究 を 発展 き せ る こ と に よ
り， 研究の成果が実用 に 移 さ れ る 可能性 を もっ応
用的 な研究課 題 を 選定す る 。
イ ． 新材料， 新製法等の 開 発 に 関 す る 研究， 性能の
高 い研究用機器の試作研究， 新 し い ソ フ ト ウ エア
な い し シ ス テ ム の 開 発 に 関す る 研究 等 を 対 象 と す
る 。
ウ． 研究計画 に つ い て は ， 民 間 等 の研究者の協 力 を
得 て ， 有効適切 な 研究組織の編成が図 ら れ， ま た ，
試験研究の趣旨が十分生か さ れ る よ う な 規模の計
画 であ る こ と 。
エ 研究期 間 は 3 年 を 限度と し ， 次 年度以降の継続
を 必要 と す る 研 究課題 に つ い て は ， 2 年又は 3 年
の 聞 に 研 究が一応 終 了 す る よ う な 研究計画が立て
ら れ て い る こ と 。
⑬ 海外学術調査
ア． 現地調査
開 野 外調 査等海外に お け る 調査研究であって，
学術上の 目 的 を も ち ， 具体的計画のもと に 優れ
た 成果の期待 で き る もの を 選定す る 。
（ イ ） そ の研 究組織が主体 と なって調査研究 を 行 う
もの と す る 。
イ ． 調査総括
野外調査等 を 実施 し た 後， 更 に 国内に お い て こ
の 調査結果の総合的 な研究 を 行 い ， 優 れ た 成果が
期 待 で き る もの を 選定す る 。
⑬ 特別研究促進費
ア． 研究助 成 に 関す る 新構想、の 実験的試行 を 行 う 。
イ ． 緊急かつ重要 な 研究課題 の 発生 に 対応 し て 研究
費 の配分 を 行 う 。
ウ ． そ の他研究費の配分に 関 し 必要 な調 整 を 行 う 。
(2）研究成果刊行費
研究成果刊 行 費 は ， 重 要 な 学術球究の成果及び学術
資料の作成 を援助 す る こ と に よ って， 我が国 の 学術の
振興 と 普及 に資す る と と もに ， 学術の国際交流に 寄与
す る こ と を 目 的 と す る 経費 であって， 研究者等ヵ、計画
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め に 刊行 し よ う と す る 学術図書で， 学術的価値が高
い も の を 選定す る 。
二次刊行物等
個人又は学会等が， 学術情報 ・ 資料の利用の円滑
化 を 図 る こ と を 目 的 に 作成す る も の で， 利用価値の
高 い も の を 選定す る 。
なお， 上記①，②，③い ず れの場合 も ， 特 に 学術の
国 際交 流 に 重要な役割 を 果 た す こ と が期 待 さ れ る も




す る 刊行， 翻訳等の事業の う ち， 特 に 重要な も の を 取
り J·.げ刊行経費等を配分 し ， 優れ た 研究 成果ーの 公 的 流
通の促進を図 る も の であ る 。
① 学術定期刊行物
我カ、国の代表的な学会等が， 定期的 に 刊行す る 欧
文誌又はl伏文抄録 を 有す る 和文誌で， 学術的価 値が
高 い も の を選定す る 。
② 学 術 図 書
個人又は学会等が，
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情報化社会に お ける 言語の標準化小委員会
機能性セ ラ ミ ッ ク スの研究小委員会
極微構造エレ ク ト ロ ニ ク ス小委員会
先導的精密合成化学の研究小委員会
多相系生医学材料の設計に 関す る研究イ委員会
分子 レベルに お ける 進化機構ト委員会
遺伝情報のシステム編成ンJ－－＇委員会
生体に おけるエネ ルギ一転換機棒j委員 会
多 目 的総合統計デー タ パン ク の開発小委員会




組換え D N A の発現 と 生体機能小委員 会
生物め適応戦略 と 社会構造小委員会
生物トキシンの基礎的研究とその医学生物学への応用ノト委員会
運 営 委 員 会
が ん 特 別 研 究 審 査 会
自 然災 害特別研 究審査 会
環境科学特別研 究審査 会
エ ネ ルギ一特別研究審査会



















一 般 研 究 等 審 査 会
試 験 研 究 審 査 会
奨励研究 （B） 審査会
海 外 学 術 調査審査会

































生物 ・ 農学小委員 会
医学小委員 会
複合領域小委員 会





(6) エ ネ ルギー 特別 研究審査会
（ エ ネ ルギー ）
3月 7 日 （月）
3月 8 日 （刈
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(7) 特定研究務先会
品.... 弓」
)j 日 l目的 小委員 会名
2月15日（火） 運営小委員会
3 )-j 15日（刈 乱i末現象の解明と制御
3月18日附 海洋の動的構造に関する基礎的研究


















2 J-� 17日（,j\) 分子集合体の高次組織と機能
3月7 日（） I) 多細胞体制の形成機構
3 }-j 11日（斜 組換えD N Aの発現と生体機能
3月14日(JI) 生物の適応戦略と社会構造





① 第 l段審査 （ 書面審査）
2月18日（令ト 3月1 5 日 （火）





4月13日（1�） I法学(1 3 日 のみ） ， 経済学(1 4 日のみ）
4月14日t1;l I 文学 ・ 農学・複 合領域
! � i� � ｛�� I 理学工学 医学
(9) 試験研究審千五会
包 部u文恭子l' ( :i1:.=rni審火 ）
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2 月 18 日 （斜～ 3 月 15 日 （火）




















4 月 4 日 （月）
(II) 海外学術調査審査会
月 日 岡
（ 昭和 57年） 8 月 12 日 休）









月 日 （ 曜） 小委員会名
運 営 委 員 主Z』:;; 
人 文 科 寸ふ1一． －ラa長ょニ 員 ぷ:d、
杜 会 科 ナ会'.4 3ヲ＇；、; 員 f'-エ
理 ：会子主L. ラ宮t正 員 �エb、
工 寸A且．ー ヲ1民;.:;: 貝 £ヱ』エ
3 月 28 日 （）J)
化 学 委 員 � 〉、
生 物 農 学 小 委 員 会
医 主十単， づ吉民ぐ 貝 正Z彦三、
複 合 領 域 一1方 Z正 員 正ヱ』エ
デー タ ベー ス 小委員 会
3 月 29 日 （火） 運 三昂"- 委 貝 ムZス、














③ 研究が終了 し た の ち ， 研究報告が発 表 さ れ る
よ う な研究課題 を 選定する 。
④ 課題 の選定 に 当 た っ ては厚生 省 が ん研究助 成
金の補助対策課題 と の 関連 を 十分配慮する 。
⑤ 学術上重要 な 研究であ っ て も ， 上記①， ③，
④か ら み て 不適 当な も の は 採択 し ない。
⑥ 審査は非公開 と し ， 審査の経過 は他に漏 ら さ
な L 、 。
(2) 自然災害特別研究審査方針
自 然 災害特別 研究の審査 は ， 別 に 定 め る 基本方
針 に 基づ く ほ か ， こ の 審査方針に よ る も の と する 。
① 自 然 災害の子防， 軽減策の確立に 資す る た め ，
そ の基礎的研究 を 年次 的 に ， 計画的に し か も 集
中 的 に 発展する よ う 配慮する 。
② 計画研究方式に よ り推進 を 図 っ て い る 研究計
画 に つ い て は ， 当該計画の達 成 に つ い て 十分 配
慮する も の と す る 。
③ 研究が終了 し た の ち ， 研究報告が発 表 さ れ る
よ う な研究課題 を 選定する 。
④ 学術I上重要な研究であ っ て も ， 上記①， ③か
ら み て 不適 当な も の は 採択しな い 。
⑤ 審査は非公開 と し ー 審査の経過は 他に漏ら さ
なし、。
(3) 環境科学特別研究審査方針
環境科学持別研究の審査は ， 理lJに 定め る 配分基
本方針に恭づ く ほ か， こ の 審査方針に よ る も の と
する 。
① 昭和58年度科学研究費補助金公募要領（環境
科学特別研究） の趣旨に 従 い ， そ の基礎的研究
を 年次的 ・ 計画的に し か も 集 中 的 に 発 展する よ
う に配慮する 。
② 計画研究方式に よ る 推進 を 図 っ て い る 研究計
画につ い て は ， 当該計画の達成 に ついて 十分配
慮する も の と す る 。
③ 研究が終了 し た の ち ， 研究報告が発 表 さ れ る
よ う な研究課題 を 選定する 。
④ 学術上重要な研究てあっ て も ， 上記①， ③か
ら み て 不適 当な も の は採択 し な い 。
⑤ 審査 は非公開 と し ， 審査の経過 は 他 に 漏 ら さ
なし、。
(4) ヱネルギー特別研究（エネルギー）審査方針
エネ ルキー特別研究 （ エ ネ ルギ一 ） の 審査は，
別 に 定め る 配分基本方針に 基づく ほ か ， この 審査
方針に よ る も の と する 。
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① 昭和58年度科学研究費補助 金 公募要領（エ ネ
ルギー特別研究 （ エ ネ ルギー ） ）の趣 旨 に 従い，
そ の基礎的研究 を 年次的 ・ 計画 的 に し か も 集 中
的 に 発展する よ う に 配慮す る 。
② 計画研究方式に よ る 推 進 を 図 っ て い る 研究計
画 に つ い て は ， 当該計画の達成 に つい て 十分配
慮する も の と す る 。
③ 研究が終了 し た の ち ， 研究報告が発表 さ れ る
よ う な研究課題 を 選定する 。
④ 学術上重要な研究であ っ て も ， 上記①， ③か
ら みて 不適当な も の は 採択 しない。
⑤ 審査は非公開 と し ， 審査の経過は 他に 漏 ら さ
ない。
(5) エネルギー特別研究（核融合）審査方針
エ ネ ルギ一特別研究 （ 核融合） の 審査 は 別 に 定
め る 配分基本方 針 に 基づ く ほか， こ の 審査方針に
よ る も の と する 。
① 昭和58年度科学研究費補助 金公募要領 （ エ ネ
ルギー特別研究 （ 核融合 ） ） の趣 旨 に 従 い そ の 基
礎的研究 を 年次的 ・ 計画的に し か も 集 中 的 に 発
展す る よ う に 配慮する 。
② 計画研究方式に よ る 推 進 を 図 っ て い る 研究計
画 に つ い て は， 当該計画 の達成に ついて 十分配
慮す る も の と する 。
③ 研究が終了 し た の ち ， 研究報告が 発表 さ れ る
よ う な研究課題 を 選定する 。 た だ し ， 研究分野
に よ っ て は， 当該研究の遂行に よ っ て 事後の研
究の進 展 に 貢献す る よ う な基盤的研究 も 重視す
る も の と する 。
④ 学術上重要な研究であ っ て も ， 上記①， ③か
ら み て 不適当な も の は 採択 し ない。
⑤ 審査は非公開 と し ， 審査の経過 は 他に 漏 ら さ
な い 。
(6) 特定研究審査方針
特定研究の審査 は ， 思IJ に 定め る 配分基本方針に
基づく ほ か ， この審査方針に よ る も の と する 。
① そ の領域が選定 さ れ た 最初の年か ら 当 該領域
の 限度年限内に 研究が終了する よ う に配慮する 。
② 計画研究方式に よ り推進がは か ら れて い る 研
究計画 に つ い て は ， 当該計画の達成 の可能性 に
つ い て じゅ う ぶん 配層、する も の と す る 。
③ 研究が終了 し た の ち 研究報告が発表 さ れ る よ
う な 研究課題 を選定す る 。
④ 学術上重要な も のであ っ て も ， 上記①及び③
司SEム
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か ら み て 不適 当 なものは採択 し な い。





総合研究（A), (B）， 一般研究（A), (B), (C）及び奨励
研究（A）の各研究種 目 に 係 る 審査 は ， 別 に 定め る 配
分基本方針に 基づ く ほ か ， こ の 審査方針 に よ る も
の と す る 。
① 審 査 機 構
ア． 採択課題 の選定は， 第 1 段審査の評点 を 基
に し て 第 2 段審査に お い て 行 う 。
第 1 段 審査は， 個 々 の研究計画調書 に つ い
て 専門的見地か ら 書面 に よ り 審査 す る。
第 2 段審査は， 第 l 段 審査の審査結果 を 基
に し て 広 い 立場 か ら 総合的に 必要 な調整 を 果
す こ と を 主 眼 と し て ， 合議に よ り審査す る 。
② 評 点 基 準
第 l 段 に お け る 評点の基 準 は 別 に 定め る と こ
ろ に よ る 。
③ 各種 目 及び専門分野へ の配分額
各研究種 目 別及び専門別 分野への研究費配分
額 は 別 表（ 1 ）の と おり と し ， こ の研 究 費 の 各 小委
員 会に お け る 配分につ い て は， 前年度配分額，
本年度 申請研究費 及 び本 年 度 申 請研 究 課 題数．
を 勘案し 各研究種 目 あ る い は 各専門分野の内
容， 実態 を 考慮 し て 各小委員 会 で定 め る も の と
す る 。
④ 継続の取扱い
次 年 度への継続の内約 を す る 場合は翌年度の
新規採択分 を 考慮し， 内約す る 配分総額が総合
研 究（A）に あ っ て は ， 本年度予算額 の 1 /2 を 上回
ら な い よ う に ， 一般研究（A ・ B · C ） に あ っ
て は， 原則 と し て 1 /3 を 上回 ら な い よ う に 配慮、
す る こ と 。
⑤ 審査に 当 た っ て 特 に 配慮す る 事項
ア． 優れ た先駆的又は萌芽的研究につ い て は ，
そ の育成 を 図 る た め の配慮、 を 行 う 。
イ ． 人文 ・ 社 会科学の採択計画 を た て る に 当 た
つ て は ， そ の振興 を 図 る た め ， 例 え は、総合研
究（B） を 活用 し た 適切 な 共同研究 の 組織化， そ
の特性 を 活か す た めの一般研究（C） を 中心 と し
て の 研究の採択等 について， 適切な西町琶 を行う。
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ウ ． 総合研究（A）の採択計画 を た て る に 当 た っ て
は ， 高額の研究費 を 必要 と す る 課題の採択 も
し う る よ う 配慮す る 。
⑥ 調 整 額
第 2 段審査 に お け る 調整は総合研究（A), (B), 
一般研究 （A ・ B ・ C） ， 及び奨励研究（A） を 対
象 と し て行 う 。
⑦ 総合研究（B）及び広領域に 係 る 課題
各専門分野への研究費 の配分方式は， あ ら か
じめ こ れ を 設け な い こ と と し ， 各系の小委 員 会
の審査結果 を ふ ま え て 運営小委員 会 に お い て 判
定す る も の と す る 。
③ そ の 他
ア． 研究課題の合併及び他の 研究科 目 又は専門
分野への移 し 換えは し な い。
イ ． 審査は非公開 と し ， 審査の経過は 他に 漏 ら
さ な い 。
(8) 試験研究審査方針
（ 学術審議会科学研究費 分科会審査部会決定 ）
① 審 査 機 構
ア． 専門分野別 に 設 け る 5 つの小委員 会（ 人 文 ・
社会科学， 理学， 工 学， 農学及び医 学 ） 及び
各小委 員 会 の代表者に よ っ て 構成す る 運営小
委 員 会 を 設置す る 。
な お ， 複合領域及び広領域に つ い て は， 当
該研究計画調書の内容等 を み て ， 適宜各分野
別 小委員 会 に 割振 る 。
イ ． 審査は 各分野別 小委員 会 に お い て 第 1 段 審
査の 評価 を 参考資料 と し ， 採択候補課題 を 選
定の う え ， 運営小委員 会 に お い て 総合的見地
か ら 合議に よ り 調 整， 決定す る 。
② 審査の観点
ア． 試験研究の性格 ・ 目 的 （ 同ーの研究課題に
つ い て研究者が通常数人 で共 同 し て 行 う 研究
であ っ て ， 基礎 と な る 研究成果の累積 を 踏 ま
え て ， 更に研究 を 発展 さ せ る こ と に よ り ， 研
究の成果が実用 に 移 さ れ る 可能性 を も っ応 用
的 な研 究 を 主 な 対 象 と す る 。） を 十分踏ま え ，
試験研究に ふ さ わ し い研究課題 を 精選す る 。
イ ． 研 究 目 的 の 明確 さ ， 研究の独創性， 学界や
社 会への貢献度， 研究遂行の能 力 等 を 考慮 し
て ， 優れ た 研究成果の期待でき る も の を 選定
す る よ う 配慮す る 。
ウ ． 第 l 段審 査 に お け る 評 点 の基 準は 別 に 定め
q’h一－1・A
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る と こ ろ に よ る 。
③ 研究費の配分
ア． 各専門分野への研究費の配分枠につい ては，
あ ら か じ め こ れ を 設け な い こ と と し ， 各分野
別小委員 会 の 審査結果 を踏 ま え て 運営小委員
会に お い て調整， 決定す る 。
イ ． 採択 し た 研究課題に 対 し て は， 所期の研究
成果が達 成 できる よ う に研究内容 に 対応す る
必要な 額 を 配分す る 。
そ の 際， 多額の研究費 を 必要 と す る 研究課
題につ い て も 特に 配慮 す る な ど 1 件 当 た り の
配分額 の充実 を 図 る 。
ウ 前年度 に継続 を予定 し た 研究課題 に つ い て
は， 研究 を 一応完結 さ せ る と い う 観点 に た ち ，
前年度 の内約額 を配分す る 。
この場合， 増額申請は原則 と し て 認め な い 。
エ． 次年度への継続 を 内約す る 場合は， 翌年度
に お け る 継続 分 と 新規採択分 と の調 和 を 保つ
た め ， 内約す る 配分総額が本年度配分総額の
1/2 を 上回 ら ない よ う に 配慮．す る 。
オ ． 技術教育振興等への貢献度につ い て も 配慮
し 必要 な調慌 を 行う。
④ そ の 他
ア 研究課題の合併j立び他の縄目又は専門への
移 し 換 え は し な い 。
イ． ：書ずとは非公開 と し 審：貨の経過は他 に 漏 ら さ
な い。
(9) 奨励研究（副審査方針
① 研究課題の選定に 当 た っ て は， 次の取扱 い と
す る 。
ア． 教育的 あ る いは社会的意義 を 重視す る 。
イ ． 大学等の研究機関 で行われ な い よ う な も の
を 重視す る 。
ウ 研究者の研究実績， 研究遂行の熱意等 を 考
慮す る 。
エ． 特に研究計画の具体性に留意す る 。
オ ． 研究成果の期待さ れ る も の を 選定す る 。
② 審査は非公開 と し ， 審査の経過は他 に漏ら さ
な い。
(10) 海外学術調査審査方針
① 調査研究の 目 的 及 び計画が明確 で、あ り ， かっ
学術上の意義が高 い 調査研究 であ る こ と 。 た だ
い 国際交流の促進に寄与 し又は調査研究の円
滑な実施 を 期 す る た め に 必要 な場 合は， 相手国
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研究者に 対す る 現地に お け る 教育 ・ 訓練の実施
等 を 含め る こ と ができる も の と す る こ と 。
② 既に 研究成果の累積があ り ， こ の 調査研究が
そ の研究 の一環 と し て ， 優 れ た 成果 が期待さ れ
る も の で あ る こ と 。 な お ， 既存の関連研究成果
等 に つ い て 十分検討がな さ れ て い る こ と 。
③ 調査研究の計画 が具体的 に た て ら れ て お り ，
相手国関係機関 及 び相手国研究者 と の連携が と
ら れ て お り ， 相手国への 入国等事前の 準備が整
っ て い る こ と 。
④ 野 外調査等海外 に お け る 調査研究 を 必要 と す
る も の であ る こ と 。
⑤ 調査研究の結果 を整理 し ， そ の成果カ、公表 さ
れ る も の であ る こ と 及 び調 査研究に よ る 収集 資
料等の整理 ・ 保管 及 び適正な 利 用 に つ い て 十分
自己［草 し て い る も の であ る こ と 。
な お， かつ て こ の補助 金 に よ っ て 実施さ れ た
調査研究 につい て は， 当該研究成果が公 表 さ れ，
かっ こ れ が高 い評価 を 受 け て お り ， 引き続 い て
調査研究 を 行 う に足る も のであ る と 認め ら れ る
も の であ る こ と 。
⑥ 原 則 と し て複数の研究者で調査研究組織が構
成 さ れ る も の であ り ， ま た ， 各構成員 の聞に 有
機的協 力性カ、認め ら れ る も の であ る こ と 。
⑦ こ の調査研究組織に よ り 主体的 に 実施 さ れ る
も の であ る こ と 。
⑧ 相手国の研究者 と の共 同研究の実施， 研究成
果等の相手国への還元 を 図 る な ど 国 際協 力， 国
際学術交流について配慮がな さ れ て い る こ と 。
⑨ 災害発生め場合の補償につい て ， 十分対処 し
う る も の であ る こ と 。
⑪ 調査研究は， 昭和58年 4 月 1 日か ら 昭和59年
3 月 31日 ま での聞に 着手 し ， 終了す る も の であ
る こ と 。
。 審査は非公開 と し ， 審査の経過は他 に漏 ら さ
な いこ と 。
(11) 研究成果刊行費審査方針
（昭和58年 3 月 28 日 成果刊行審査会運営小委員 会決
定 ）
昭和58年 度の科学研究費補助 金「研究成果刊行費」
の審査は， 昭和58年 2 月 1日付け 「昭和58年 度科学研
究費補助金の配分に つい て」の諮問 に お け る 配分に 当
たって の基本的事項及び学術審議会科学研究費分科会
（審査部会運営委員会 ） で決定 さ れ た 「昭和58年度科
丹、υ
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学研究代補助 金の 配分恭4－－＝方針」 に 恭づ く ほ か， こ の
審公方針に よる 。
① 学術定期刊行物
ア． 学術定期 刊 行物は， 次の い ず れ に も 該 当 す る も
のか ら 選定す る 。
（ア） 基礎的領域に 属 す る学術的価値の 高 い も の
（イ） 学術の 国 際交流に 重要 な 役割 を 果 た し て い る
も の
イ ． 次の い ず れ か に該 当 す る学術定期刊行物は ， 採
択 し な い 。
（ア） 全国の 当 該分野の研究者総数に 比 し て ， 会員
数が極め て 少数の学会等 が刊行す る も の
（イ） 会員 の構成が一地 方 も し く は特定の研究機関
の 関係者 を 中心 と し た学会等が刊行す る も の
（ウ） 大学， 研究所等の研究機関がそ の事業 と し て
刊行すべ き も の
（エ） 初刊々 行後の期聞 が短 し 刊行実績が少 な い
も の
（ォ） 既に 欧文誌に補助 金 が交 付 さ れ て い る学会等
が刊行す る 和文誌
（カ） 国 際会議の論文集
（討 会費納 入率が80% に 達 し な い も の
（ク） 当 該誌の刊行経費が原 則 と し て 当該発行団体
の事業費の50 % に 達 し な い も の （ た だ し ， 2 誌
以上発行 し て い る 場合は， こ の 限りでな い。）
（竹 正会員 会 費 と 正会 員 領布価 と の合算額又はー
般 市 販価格 を 当該誌の 直接 出 版費単価よ り 下 回
って 設定 し て い る も の
※ こ の場合の正会 員 領布価 と は ， 会 費 以 外 に
納 入す る 当該誌購読料 を い う 。
ウ ． こ れ ま で継続 し て 補 助 金 を 交付 し て い る学術定
期刊行物に つ い て は ， 前年度補助金 を 交付 し て い
な い新規の 刊 行物 と 比較 し ， 継続 し て 補助 す る 必
要が あ る か ど う か ， 毎年見直す こ と と す る 。
エ． 特定欧文誌 （ 特に 高 い率の補助 を 行 う も の ） は ，
既に 補助 金が交付 さ れ て い る 欧文誌の う ち ， 当該
分野の 代表的学術誌で国際的に も 高 〈 評価 さ れ，
将来 と も 発展性の あ る も の で， か つ 次 に 掲げ る 条
件のすべて を 満 た す も のか ら 選定す る 。
（ア） 年 4 回 以上発行 し て い る も の
（イ） 原 則 と し て ， 1 固 め 発行部数が 1 , 000部以上
であ る も の
（ウ） 原 則 と し て ， 年 間総ペー ジ 数が 500ペー ジ 以
上てιあ る も の
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（斗 原 則 と し て ， 500部以上又は 発行部数の30%
以上 を 海外に 有償で領布 し て い る も の
② 学 術 図 書
ア． 一般学術図 書 （ 国際会議の論文集 を含む ） は ，
次 の い ず れか に該当す る も のか ら 選定 し ， 特定学
術図書 は ， 次の い ず れ に も 該当 す る も のか ら 選定
す る 。
（η 学術的価値が高 い も の （ 持に独創的又は先駆
的 な も の ）
（イ） 学 術 の 国 際交流 に 重 要 な 役割 を 果 た す も の
イ ． 次の い ず れか に該当 す る も のは ， 審査 に 際 し て
考 慮す る 。
（η 科学研究費 の研究結果
（ イ ） 前年度 に 採択 さ れ た も の と 同一体系の も の
（叫 前年度 に 採択 さ れ た が， 止む を 得 な い理由に
よ り 期 限内の完了 が困難 と な っ た た め補助金交
付 を 辞退 し た も の
ウ ． 補助 金 を 必要 と す る 同一体系の図書が 4 巻以上
あ る 「継続図書」 の う ち ， 新規 申請分 に つ い て は ，
特に慎重 に 審査す る 。 こ れ ま でに 「継続 図 書」 と
し て採択 さ れ， 補助金が交付 さ れ た こ と があ る 図
書に つ い て は ， 原 則 と し て そ の全体 系 が完成 さ れ
る よ う 考慮す る 。 た だ し ， 継続 し て 補 助 す る 必要
があ る か ど う か は ， 毎年見直す こ と と す る 。
エ． 次の い ず れか に該 当 す る も の は 採択 し な い 。
（η 学術研究の成果 と は い いが た い も の
（イ） 十分市版性が あ る と 考 え ら れ る も の
（吋 既に 類似の成果が刊行 さ れ て い る も の
（司 既に学会誌等 を 通 じ て 公表 き れ て い る 論文又
は 資料 を 単 に ， 集 成 ・ ら れつ 若 し く は 翻 訳 ・ 紹
介 し た も の （ 特定学術図書は 除 く 。）
（刻 大学， 研究所等の 研究機関がそ の事業 と し て
刊行すべ き も の
③ 二 次 刊 行 物
ア． 二次刊行物は ， 次 の い ず れ に も 該 当 す る も の か
ら 選定す る 。
（ア） 当 該専 門分野の学術情報 ・ 資料 の 円 滑 な 利 用
に 有効 な も の
（イ） 一定の編集方針に 基づ い て よ く 分類 ・ 整理 さ
れ て い る も の
イ ． 次 の い ず れ か に該 当 す る も の は 採択 し な い 。
（η 既に 類似の成果が刊行さ れ て い る も の
（イ） 大学， 研究所等 の研究機関がそ の事業 と し て
刊行すべき も の
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（吋 定 期 的 に 刊 行す る も の で次 に 掲 げ る も の
⑦ 初刊 々 行後 の期聞が矩 〈 ， 刊行実績が 少 な
い も σ〉
⑦ 正会員 会費 と 正会員 領布価 と の合算額又は
一般市 販価 格 を ， 当該誌の直接出版 費単価 よ
り 下 回 っ て 設定 し て い る も の
※ こ の場合の正 会 員 領布価 と は， 会 費 以 外
に 納 入す る 当該誌購読料 を い う 。
④ デー タ ベー ス
デー タ ベー スは， 次 の 条 件 を す べ て 満 た す も のか
ら 選定す る 。
ア． 次 の い ず れか の分野に属す る も の
（ア） 我ヵ、固 に お ける 研究活動が国際的 に 主導 的 な
立場に あ り ， 我が国 でデー タ ベー ス を 形成す る
こ と が国 際的 に も 期待 さ れ て い る 分野
（イ） 囲内の優れ た 研究成果 を 国際的に適切 に 流通
さ せ る ため， 国内に お い て デー タ ベー ス 化す る
必要の あ る 分野
（ウ） 国内 での学術研究 を 推進す る 上で， デー タ ベ
ー ス の形 成 に 対 し て 期待が高 し か っ 国 際 的 に
も 国 内 的 に も 同 種の デー タ ベー ス が存 在 し な い
分野
イ ． デー タベー ス 化す る た め の デー タ の収集， 評価
及 びそ の デ タ ベー ス 化 の作業等 に つ い て ， 作成
組織及 び技術的方式が確立 し て い る も の
ウ． 当 該テー タ ベー ス に よ り ， 相 当 数の 利 用 者 に 対
し ， 広 〈 情報提供サー ビ ス を 行 う 方 策 が確 立 し て い
い る も の
エ． 学 （ 協 ） 会， 研究者 グルー プ等が作成す る も の
で， 市 販性 に 乏 し い も の ， た だ し ， 大学， 研究所
等の特定の研究機聞がそ の 事業 と し て 作成すべき
も のは除 く 。
オ． デ タ 容 量， 所要経費 が相 当 量 （ 額 ） 以上であ
る も の
⑤ そ の 他
審査は非公開 と し ， 審査 の経過は他 に 漏 ら さ な い 。
4 . 第 1 段審査 に お け る 評点の基準
（ 学術審議会科学研究費分科会決定 ）
( 1 )  評点の要素
課題 に 評点 を 付す る に 当 た っ て は， 次 に 示 す評点要
素 に 着 目 し つ つ， 総合的に判 断の上行 う も の と す る （ し
た が っ て ， 個 々 の要素 ご と に 評点 を 付す る も の ではな
こ の際， 各研究種 目 ご と の 目 的 ・ 性格 に 照 ら し ， 研
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究 目 的 の 明確 さ ， 研究の独創性， 学界への 貢 献 度， 研
究者の研究遂行の能力等 の 各 要素 を 十分考慮 し て 研究
成果の期待でき る も のが選定 さ れ る よ う 配慮す る 。
な お ， こ こ に い う研究成果の期待でき る と は， 確定
的 な 結果 に 達す る こ と が期待でき る も の は も と よ り ，
そ れに 達す る 過程に お い て 地 固 め と し て の 意義が認め
ら れ る よ う な も の も 含む。
① 一 般 研 究
ア． 研究 目 的 の 明確 さ
研究 目 的は広 い領域 を 包括す る よ う な ば く ぜん
と し た も の ではな し 具体的 な 目 標 に 焦 点が し は、
ら れ， 問 題意識は明確 で 、あ る か 。
イ ． 研究計画 の 妥 当 性
研究計画は十分に 練 ら れて お り ， 上記ア の 目 的
を 達 成す る た め に 適切 であ る か 。 ま た ， 研究者が
複数の場合は， そ れ ぞれの研究者の 役割分担が 目
的の解決に 集 中 さ れて い る か。
ウ ． 学界への貢献度
そ の研究成果が学術の進展に貢献 す る 程度は ど
つ カ、 。
エ． 独 創 性
研究 目 的， 研究計画及び研究方法は独創 的 な も
の であ る か 。
オ ． 研究遂行の能力
研究者 の研究業績 等 に か んがみ， そ の研 究 を 遂
行 し ， 所 期 の 成果 を あ け、 る こ と が期待でき る か 。
カ ． 申 請研究費 の合理性
申 請研 究 費 の内容は， 妥 当 であ り ， ま た 有効に
使用 さ れ る こ と が見込 ま れ る か 。
キ ． 申 請機器等 の 当 該研究課題に対す る 必要性
購 入 を 計画 し て い る機器 ・ 図書類は研究計画上
必要欠 く べか ら ざ る も の であ る か 。
② 総合研究（A)
ア． 研究 目 的 の 明確 さ
研究 目 的は広 い 領域 を 包括す る よ う な は、 く ぜん
と し た も の ではな し 具体的 な 目 標が明確 に 設定
さ れ て い る か。
イ ． 研究計画 の 妥 当 性
研究計画は十分練 ら れ て お り ， 上記ア の 目 的 を
達成す る た め に 適切 で あ る か， か つ研究者の役割
分担がそ の 目 的の解決に 集 中 さ れ て い る か。
ウ 学界へ の貢献度
そ の研究成果が学術の進展に 貢献 す る 程度は ど
7 力、 。
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エ ． 独 創 性
研究 目 的， 研究計画及 び研究方法は 独創的 な も
の であ る か 。
オ 研究遂行の能力
研究者の研究業績等に か ん がみ， そ の 研究 を 遂
行 し ， 所期 の 成果 を あ げ る こ と が期待でき る か 。
カ ． 申 請研究費 の合理性
申 請研究費 の内容 は ， 妥 当 であ り ， ま た 有効に
使 用 き れ る こ と が見込 ま れ る か 。
キ． 組織の 有機的協 力の可能性
研究組織が研究者個 々 の単 な る 集合体 では な く ，
有機的協 力性 の あ る 組織 で あ る か 。
③ 総合研究（B)
ア． 研 究 目 的 の 明確 き
研究 目 的 が， 総合研究（B） と し て の 要請事項 （ II '
別 紙⑧参照 ） に該当 し てい る か 。
ま た ， そ の 目 的 は ， は、 く ぜん と し た も の では な
し かっ研究連絡の計画 ・ 方法が 目 的の解法 に 集
中 さ れ て い る か 。
イ． 申請研究費 の合理性
申 請研究経費の内容は ， 妥 当 であ り ， ま た 有効
に 使 用 さ れ る こ と が見込 ま れ る か 。
ウ ． 組織の 有機的協 力の可能性
研究組織が計画の内容 に 沿 っ た ふ さ わ し い研究
者に よ り 構成 さ れ， 有機的協力性の あ る 組織であ
る か 。
④ 試 験 研 究
ア ． 研究計画の性格 ・ 目 的 の適確性
研究計画 が試験研究の性格 ・ 目 的 （ 同 ー の研究
課題 につい て 研究者が通常 数 人 で共 同 し て 行う研
究であ っ て ， 基礎 と な る 研究成果の累積 を 踏 ま え
て， 更 に 研究 を 発展 さ せ る こ と に よ り ， 研究の成
果が実用 に 移 さ れ る 可能性 を も っ応 用 的 な 研究 を
主 な 対象 と す る ） に合致 し た も の であ る か 。
ま た ， そ の研究 目 的 は は‘ く ぜん と し た も の では
な し 具体的 な 目 標 に 焦 点 が絞 ら れ て い る か 。
イ ． 研究計画 の 妥 当 性
上記アの研究 目 的 を 達 成 す る た め ， 研究計画は
十分練 ら れ て お り ， かつ， 適切 な も の と な っ てい
る か 。
ま た， 研究者が複数の場合は， それぞれの研究者の
j車切なf支割分担が示 さ h’ 研究 目 的の達成のため
者間の密接なi車携協力 を 図 り 得ること に な つ てい る か。
ウ ． 研究成果 の 貢献度
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研究成果は， 学術の面 及 び応用面で渇望 さ れ て
い る も の であ り ， かつ， そ の成 果 が実 用 に 移 さ れ
る 可能性 を 期待 できる も の で あ る か。
ユ ． 独 創 性
研究 目 的 ・ 研 究計画及び研究方法は独創的 な も
の であ る か 。
オ． 研究遂行の能力
研究者の研究業横， 研究組織， 研究施設 ・ 設備
等の諸条件に か ん がみ， そ の研究 を 遂行 し ， 所期
の研究成果 を あ げ る こ と が期待でき る か 。
カ 申 請研究費の合理性
申 請研究費の内容 は 妥 当 であ り ， ま た 有 効 に 使
用 き れ る こ と が見込 ま れ る か 。
⑤ 奨励研究（A)
ア ． 研 究 目 的 の 明 確 さ
奨励研究（A） と し て の 目 的 ・ 性格 （ II ， 別 紙⑬参
照 ） に 合致 し た も の であ る か， 特に そ の研究は，
将来の発展が期待でき る も の であ る か， ま た 研究
目 的 は ， 具体的 な 目 標に 焦 点が し ぼ ら れ て い る か 。
カ 申 請研究費の合理性
申 請研究経費 の内容 は 妥 当 であ る か 。
（ 留 意事項 ）
萌芽的研究に 対す る 特別 配慮、 の取扱 い に ついて
独創性の高い研 究 を 期待す る た め に は， その 芽生
え に 当 た る 創 意豊か な 着 想 を 育 て る 必要があ る の 科
学研究費 補助 金 は ， 独 創 性 の 高 い研 究 を 重 視 し つ
つ も ， 従 来の研究業績の配慮の上に 立 っ て 一定の評
価 を 得 た 研究 を 格段に 発展 さ せ る こ と を 基本 と し て
配分 さ れ る た め ， こ の よ う な 萌芽的段階 に あ る 研究
に ついて は ， 高 い 評点が与 え ら れ ず， 不採択 に な る
場合が 多 い 。
し か し な が ら ， こ の よ う に 萌芽的段階 に あ る 研究
であ っ て も ， 重 要 な 研究課題であ り ， 発 想、の次元が
高 し かっ， 研究者が極め て 日郎 、 熱意 を 持 っ て研究
計画 に 取 り 組ん でお り ， 採否 の判 定 に 際 し 特段の配
慮 を 行 っ た方が よ い と 思 わ れ る 場合があ る 。
こ の よ う に ， 第 2 段審査に お け る 採否 に 関 し ， 評
点以 外の要素 について 特段の配慮 を 行 う こ と が適 当
であ る と 思 わ れ る も の について は ， 第 2 段審査に お
い て 特段の配慮、 を 行う こ と と し て いる の で総合所 見
欄に⑮ と 朱書 し ， そ の所見 を 必ず 記 入 さ れたい。
2 .  組換 え D N A 実験※ に 関す る 課題の取扱いについ
て
文部省 で は ， 組換 え D N A 実験が適切 に 進め ら れ
る こ と の重要性 に か ん がみ ， 研究者及び大学等の研
究機関 が組換 え D N A 実験 を 計画実施す る 際 に 遵守
すべき安全確保に 関す る 指針 （ 組換 え D N A 実験指
針 ） を 告示 し て い る 。
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こ の 組換 え D N A 実験指針は， 実験従事者 及 びそ
の 所属 す る 大学等 の 研究機関 に よ り 遵守 さ せ る こ と
を 期 し て 作成 さ れて お り ， 大学等に お い て 実験の安
全確保 の た め の よ る べ き 基準 と し て 活用 さ れ る べ き
も の と さ れ て い る 。
ま た ， 科学研究費補助金等文部省が研究計画 に 即
し て 経費 を 支 出 す る 実験 に つ い て は， 科学研 究 費 分
科 会に お け る 審査 の ほ か ， 特定研究領域推進分科会
に お い て 前 記指針に 適合す る か 否 か の審査 を 行 っ た
上 で研究の 実施 を 認め る こ と と し て い る 。
こ の た め ， 組換 え D N A 実験に 関す る 課題 に つ い
て は ， 申 請の際に 組換 え D N A 実験 に 関す る 課題 で
あ る 旨 申 告 さ せ て い る （ 総合所見欄に⑮ と 表示 ） が，
⑮の表示 の な い課題であ っ て も 組換 え D N A 実験 に
関 す る 課題 であ る と 判 断 さ れ る 課題 に つ い て は ， 総
合所見欄に⑮ と 朱書 さ れ た い 。
※ 組換 え D N A 実験
組換 え D N A 実験 と は ， 酵素 な ど を 用 い て 試験管
内 で異種の D N A  （ 遺伝子の本体であ る デ オ キ シ リ
ボ核酸 ） の組換 え 分子 を 作製 し ， そ れ を 生細 胞 に 移
入す る 実験 を い う 。 （ た だ し ， 移 入 さ れ た 生細胞が
自 然 界 に 存 在す る 場合は 除 く 。 ）
3 .  設備備 品 費 が90% を 超 え る 課題 の取扱 い に つ い て
設備欄に あ ら か じ め記 入 き れ て い る 数値 は ， 昭和
58年度の 申 請研究経費 中 に 占 め る 設備備 品 費 の割合
を 示 し た 数値であ り ， 特 に 90% を 超 え て い る も の に
つ い て 記 入 し た も の で あ る 。
こ の よ う な 課題 に あ っ て は ， 昭和58年 度 公 募要領
に お い て 「 申 請研究経費 に つ い て は， 科学研究費の
目 的 ・ 性格か ら 研究設備 の購 入 の た め の経 費 が各年
度 の 申 請研究費 中， 90% を 超 え る も の は ， 通常 バ ラ
ン ス の と れ た 計画 と は い い が た い と 考 え ら れ る の で
留 意す る こ と 。
た だ し ， こ の よ う な場合であ っ て も ， 例 え ば， 部
品 を 購 入 し 新 し い機器の 試作研究 を 行 う 場 合等 の よ
う に ， そ れ が計画 そ の も の の性格， 内 容 に 由 来す る
も の で， 経 費 配分がそ れ な り に バ ラ ン ス が と れ て い
る 場合に は そ の よ う な事情 を 明 ら か に し ， 単 な る 設
備 購 入計 画 では な い こ と の 説 明 を 記入 す る 必要があ
る り と 明示 し た の で， 研究計画調書に 単 な る 設備購
入計画 では な い 旨 の 説明 は 必要 記載事項 と な っ て い
る 。 し た が っ て ， こ の 説 明 が記載 さ れ て い な い場合
及 び記載 さ れ て い る 場合 であ っ て も ， 単 な る 設備購
入計画 と 考 え ざ る を 得 な い よ う な場合は， 低い評点
を 付す る よ う 調 整す る 。
(2） . 評点の付 し 方
① 上記評点要素 に 着 目 し つ つ， 総合的 な 判 断の う え ，
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全課題に つ い て 5 点か ら l 点 ま での L 、 ず れ か の評点
を 付す る こ と 。
② 評 点 区 分 及 びそ の評点 内 容 は 次表の と お り であ る
が， 評点 を 付す る に 当 た っ て は 各種 目 ご と に （ 総合
研 究（A）， 総合研究（B）， 一般研究（A）， 一般研究（B）， 一
般研究（C）， 奨励研究（A）， 試験研究 ご と に ） 担 当 し た
審査課題数全体の平均点がお お む ね 3 点 と な る よ う
配慮す る こ と 。
評点区分 内 容
5 特 に 優 れて い る も の
4 優れ て い る も の
3 良 好 な も の （ 普通程度 の も の ）
2 普通程度 よ り やや 劣 る も の
1 劣 る も の
③ 「広領域」 （ 領域番号 999 ） 及 び 「医学一般」 （ 分
科細 目 番号 781 ） に係 る 研究課題に つ い て は ， 一般
の 分科細 目 に 申 請 の あ っ た研究課題群 と は 別 個の群
と し て言平点 を イ寸す る こ と 。
④ 評点 を 付す る に 当 た っ て は ， 各課題 各 々 に つ い て ，
ま ず妥 当 と 認め ら れ る 評点 を 付 し ， 次 に 各種 目 ご と
の 評点合計数が， お お む ね課題数 × 3 の数 と な る よ
う ， ま た ， 評点、は 「 3 」 が I 番 多 く ， 「 4 J ・ 「 2 」
がお お む ね 同 じ 件数 で そ の 次 に 多 く ， 「 5 」 ・ 「 1 」
がお お む ね 同 じ 件数 で 1 番 少 な く な る よ う 調整す る 。
な お ， 審査件数が少な い た め等の理由に よ り こ の調
整 が 困 難 な 場合 に は 総合所見欄 に そ の理由 を 記載 す
る こ と 。
⑤ 「 5 J 及 び 「 1 」 の評点 を 付す る も の に つ い て は
総合所見欄 に 必ず そ の理由 を 記載す る こ と 。
5 .  交付内定状況
交付の 内定は， 学術審議会 に お け る 各種 目 ご と の
配分審査の進捗状況に 応 じ て， 次 の よ う に 行 わ れ た 。
種 交付内定年 月 日目
1 .  海 外学術調査
(1) 現地調査
(2) 調査総括
58 . 4 .  7 
58 . 5 . 25 
2 .  か、ん特別研究， 自 然災害特別研究， 環
境科学特別研究， エ ネ jレキー 特別研究， I 58 . 5 . 20 特定研究， 総合研箔A） ・ （B）， 一般研究 （ A
· B · C ） ， 試験研究及び奨励研指A)
3 .  奨励研究（B) 58 . 5 . 23 
ni 唱。A
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N . 昭和58年度科学研究
1 .  科学研究費 総括表（新規 ・継続）
研 q九h， E果 題 数 研
申 乏面重円三 t采 択 採 択 率 申 請研究経費 採 択 の 申 請
区 分
研 究 経 費





究 803 229 28 . 5  5 , 742 ' 009 2 '  537, 767 
803 229 28. 5 5 , 742 , 009 2 , 537 , 767 
自然
自







究 444 1 49 3 3 . 6 2 , 287 ,7 1 5 1 , 075, 408 





8 1 6  333 40 . 8  5 , 05 1 , 623  2 , 836 ,  1 17 









1 , 450 567 3 9 .  1 9 , 23 1 , 837 5 , 92 0 , 7 1 0  
1 1 2 53 47 . 3  630 ' 185 395 , 835 
1 , 3 14 500 38 . l  8 , 1 1 9 , 314 5 , 448 , 237 





A) 1 ,  555 657 42 . 3  1 0  , 736 ,  65 1  3 , 642, 509 
488 2 1 6  44 . 3  2 , 670 , 06 1  1 , 0 1 3 ,  788 
1日ム 域妙と
959 392 40 . 9  7 , 347 , 806 2 , 391 , 662 







同 267 84 3 1 . 5 905 , 967 288 , 575 
32 18 56 . 3  103 , 852 52 , 633 





A) 1 , 337 496 37 . I 2 1 , 63 1 ,  5 1 9  5 ,  1 05 , 256 
78 36 46 . 2  6 1 4 '  160 2 1 2 , 939 
！自ム 域鉄
1 , 208 444 36 . 8  20 , 163 , 565 4 , 7 1 0 , 1 64 





B) 6 , 860 1 ,  987 29 . 0  33 , 666 , 033 6 , 866 , 884 
519 156 30 . 1  1 , 724 , 266 369 049 





C) 1 8 ,  487 3 , 887 2 1 . 0  35 , 037, 860 6 , 969 , 05 1  
2 , 062 5 1 5  2 5 . 0  2 , 740 , 260 648 , 204 







A: 9 , 723 3 , 733 38 . 4  1 0 ,  358 , 1 1 2 4 ,  093 , 748 
933 369 39 . 5  943 ' 299 382 , 392 







B) 1 )  5 17 450 29 .7  4 1 4 , 836 1 23 , 638 
688 209 30 . 4  185 , 359 56 , 66 1  





究 3 , 605 754 20 . 9  1 8 , 207 ,  1 36 3 ,  398 , 793 
1 1 2 29 25 . 9  494 , 61 2  137 , 691  
広白 域妙と
3 , 381  694 20 . 5  16 , 946 , 783 3 , 078 , 4 12  








285 1 62 56 . 8  2 ,  1 89 , 987 1 ,  27 1 , 4 92 
104 59 56 . 7  79 1 , 63 1  467 , 640 
18 1  1 03 56 . 9 1 , 398 , 356 803 , 852 
i』' 計 47, 436 1 3 , 577 28 . 6  1 56 , 889 , 689 44 , 692 , 363 
人 文 5 ,  128 1 , 660 32 . 4  1 0 '  897 ' 685 3 , 736 , 832 
広自 域鉄
4 1 , 399 1 1 , 605 28 . 0  140 , 133 , 624 39 , 022 , 063 
主員 909 3 1 2  34 . 3  5 , 858 , 380 1 , 933 , 468 
- 1お
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費補助金の配分結果集計表
（ 金額単位 ： 千 円 ）
?t プL 経 費






当 た 最 高 配 分 最 低 配 分
配 分 予 定 経 費 配分予定率 リ 申 請研究経費 り 自己 主貢
(E) 間 % （長） % （長） （官） 予 ，疋ム『． 害責 予 ，疋A『 客員
1 ,  904 , 400 33 . 2  75 . 0  1 1 , 082 8 . 3 1 6  55 , 000 900 
1 , 904 , 400 33 . 2  7 5 . 0  1 1  , 082 8 , 3 1 6  55 , 000 900 
472 , 600 33 . 1  84 . 0  6 1 3 1 9  5 , 3 1 0  43, 900 900 
472 , 600 33 . l  84 . 0  6 , 31 9  5 , 3 10  43 , 900 900 
874, 000 ��j 8 1  . 3  7 , 2 1 8  5 , 866 85 , 000 800 874 , 000 8 1 . 3  7 , 21 8  5 , 866 85 , 000 800 
1 ,  865 , 000 3 6 . 9  65 . 8  8 , 5 1 7  5 . 60 1  70 , 000 1 , 000 
1 , 865 , 000 36 , 9  65 . 8  8 , 517 5 , 60 1  70 , 000 1 , 000 
4 , 38 1 , 700 47 . 5  74 . 0  1 0 , 442 7 , 728 8 5 , 000 600 
285 , 200 45 . 3  72 . 1  7 , 469 5 , 381  3 1 , 400 1 , 000 
4 , 020 , 400 49 . 5  73 . 8  1 0 , 896 8 , 04 1  85 , 000 600 
76 , 100 1 5 . 8  9 9  . 3  5 , 474 5 , 436 1 1 , 000 1 ,  000 
2 , 449 , 545 22 . 8  67 . 2  5 , 544 3 . 728 1 2 , 000 400 
680 ' 845 25 . 5  67 . 2  4 , 693 3 ,  152 1 0 , 000 400 
1 , 599 , 100 21 . 8  66 . 9  6 ,  1 01 4 , 079 1 2 , 000 500 
169 , 600 23 . 6  7 1 .  5 4 , 838 3 , 46 1  9 ,  1 00 1 , 000 
1 83 , 500 20 . 3  63 . 6  3 , 435 2 ,  1 85 5, 800 1 , 200 
40 , 000 38 . 5  7 6 . 0  2 , 924 2 , 222 4 , 000 1 , 200 
143 , 500 1 7 .  9 60 . 8  3 , 575 2 ,  1 74 5 ,  800 1 , 200 
3 , 994 , 000 1 8 . 5  78 . 2  1 0 , 293 8 , 052 34 , 600 200 
1 78 , 1 00 29 . 0  83 . 6  5 , 9 1 5  4 , 947 1 5 , 000 500 
3 ,  657 ' 200 1 8  . 1  77 . 6  1 0 , 608 8 , 237 34 , 600 200 
1 58 '  7 00  18 . 6  87 . 1  1 1 , 385 9 , 919  25 ,  400 1 , 000 
5 , 2 1 9 , 083 1 5 . 5  76 . 0  3 , 456  2 , 627 8 , 800 1 00 
325 , 100 1 8 . 9  88 . 1  2 , 366 2 , 084 8 , 200 350 
4 , 758 , 083 1 5 . 3  75 . 3  3 , 554 2 , 676 8 , 800 1 70 
135 ,  900 1 8 . 1  7 5 .  7 3 , 387 2 , 564 5 , 800 100 
4 , 5 1 5 , 407 1 2 . 9 64 . 8  1 ,  793 1 , 1 62 2 ， ，��� 1 00 480 , 300 1 7 . 5  74 . l  1 , 259  933 2 ,  0 200 
4 , 035 , 107 1 2 . 5 63 . 8  1 , 875 1 , 197 2 , 900 1 00 
3 ,  1 63 , 400 30 . 5  77 . 3  1 , 097 847 1 , 1 50 200 
293 , 300 3 1 . 1  76 . 7  1 , 036 795 1 ,  100 200 
2 , 870 , 100 30 . 5  77 . 3  1 103 853 1 , 1 50 200 
1 00 '  000 2 4 . 1 80 . 9  275 222 300 1 00 
46 , 480 25 . 1  82 . 0  27 1 222 280 1 00 
5 3 , 520 23 . 3  79 . 9  278 222 300 1 00 
2 , 890 , 850 1 5 . 9  85 . 1  4 , 508  3 , 834 3 0 , 000 300 
100 ,000 20 . 2  72 . 6  4 , 748 3 , 448 7 , 000 1 , 200 
2 , 636 , 850 1 5 .  6 85 . 7  4 , 436 3 ,  799 30 , 000 300 
1 54 , 000 20 . 1  84 . 3  5 , 8 93 4 , 968 24 , 000 1 , 600 
974 , 600 44 . 5  76 . 7  7 , 849 6 , 0 1 6  2 2 , 200 700 
371 , 1 00 4 6 .  9 .79 . 4  7 , 926 6 , 290 22 , 200 700 
603 , 500 43 . 2  7 5 . 1 7 , 804 5 , 859 1 6 , 700 800 
32 , 988 , 085 2 1 . 0  73 . 8  3 1 291 2 , 430 85 , 000 1 00 
2 , 800 , 425 25 . 7  74 . 9  2 , 25 1  1 , 687 3 1 , 400 100 
28 , 619 , 360 20 . 4  73 . 3  3 , 363 2 , 466 85 , 000 100 
1 , 568 , 300 26 . 8  8 1 . 1  6 ,  197  5 , 027 8 5 , 000 100 
Qd 市i
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人 事 異 動
異動区分 発令年 月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 K合L・ 任命権者
採 用 58 . 9'. l 星 名 俊 美 事務補佐員 （ 富 山 大学教育 学部 ） 富 山 大学長
II 士反 林 梅 松 臨 時 用 務 員 （ 富 山 大学経済学部 ） II 
II 藤 木 嫡 三郎 事務補佐員 （富山大学附属図書館） II 
II 本 回 善 彦 II II II 
昇 任 II 松 回 辰 雄 文部技官（ 工学部） 工学部工場係長 II 
転 任 II 河 田 j羊 助 手 （ 理学部 ） 助 手 （ 高 エ ネ ル ギ一 物理学研究所） 高エ ネ ル ギ ー物理学研究所長
イ井 任 II 金 田 稔 文部技官（経理部経理課自動車運転手） 務文部課庶技務官係（ 国自 動立立可E 運山 転少年手
）
自 然の家庶 国
立 立 家山 少年長自 然 の 所
II 村 中 一 男
文部事務官（ 工学部管理係長 ） 工学部工場係 長 の 併任 を 解 除す る
富 山 大学長
死 亡 58 . 8 .  24 稲 垣 日 出 男 文部技官（ 工学部工場係長 ） 死 亡
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
渡 航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自。 期 間
ノ 〈チ カ ン ， イ タ リ 58 . 8 .  1 0  





フ ラ キ リ ス ト 教 の社会 史的研究の
ン ス ， 合 国， た め
ア イ ル ン ド 58 . 1 0 .  9 























に 58 . 9 .  1 
経済学部 助 教授 丹羽 昇 ニ
ュ ー ジ ー ラ ン
香
ド ，
シ ン ガ ポー ル，
港 の 実 の た め 58 . 1 0 .  28 






















海 58 . 8 .  28 
理 学 部 E力 手 竹 内 章 ア メ リ カ 合衆国
の た め 58 . 9 .  9 






に よ る 分離濃縮法の研 58 . 9 .  1 工 学 部 助 教授 笹 A居 喜吉守 八ノ l カ ナ ダ と の た め 58 . 1 0 .  31 
ア メ リ カ 合衆国， テ フ ロ ク ロ ノ ロ ジ ー に よ る 4じ 58 . 8 .  25 
教 養 部 II 小林 武彦 イ タ リ ア ， ア イ ス 米 大
ザプし
ロ 陸， イ タ リ ア な ど の 火 山












テ レ 58 . 8 .  27 
理 学 部 教 授 広 岡 公夫 ア メ リ カ 合衆国
集
イ ン に す 1983 研 究
会 出 の た め 58 . 9 .  4 





































58 . 8 .  11 
海 外研修旅行 II 助 教授 川 崎 一朗
フ ラ ン ス の た め 58 . 9 .  9 
経営安＼i.期 多 国籍企業に 関す る 資料収集 58 . 8 .  4 II 芳 賀 健一 ア メ リ カ 合衆国
大 学 部 の た め 58 . 9 4 
叶／ ］什／］
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第25次南極地域観測隊員に川 田邦夫氏が決定
昭和田年1 1 月 に 出発予定の第25次南極地域観測隊の
隊員 と し て， 本学理学部助手川 田邦夫氏が決定 き れ ま
し た 。
こ の件に 関 し ては ， 昭和58年 3 月 1 日 発行の学報第
232号で一部お知 らせ し ま し たが， こ のた び， 文部省
学術国際局長か ら正式通知があ り ， 去 る 6 月 22 日 開催
の第78回南極地域観測統合推進本部総会に おいて ， 国
記




部門は ， 雪氷 ・ 地学系で隊員委嘱
期
間は ， 58年
7 月 16 日 か ら 60年 3 月 31 日 ま で と な っ て お り ま す 。
なお ， 出発は来る 1 1 月 14 日 東京港か ら の予定であ り ，
日程は下記の と お り です。
第25次南極地域観測隊 日 程表（予定 ）
0 越冬隊
年 月 日 発 着 地 用 務 60 . 2 .  20 I 越冬観測終了
58 . 1 1 .  14 東京港発 第25次南極地 （ 第26次越冬隊 と 交代 ）
1 1 . 28 フ リーマン ト ル着（ オース ト ラ リ ア） 域観測の実施 2下旬 氷 縁 発
12 . 3 同 f" じ 3 .  6 南緯55度通過（北上）
12 8 南緯55度通過 （南下 ） 3 .  1 5  ボー ト ルイ ス着（ モー リ ン ヤ ス ）
1 2中旬 氷 縁 着 3 .  22 同 発
1 2 .下旬 定着氷縁着 3 .  23 パ リ 着 （ フ ラ ン ス ）
59 2 .  20 越冬観測開始 3 .  24 パ リ 発
（ 第24次越冬隊 と 交代 ） 3 .  25 東京着
人文学部 ・ 理学部で消火訓練の実施
人文学部 ・ 理学部に おいて ， 防災の 日 であ る 9 月 1
日 に 防災訓練を兼ね消火訓練が実施 き れ ま し た 。
これは ， 防災の 日 に ちなんで同学部職員の防災意識
の高揚を 図 る ため実施 さ れた も ので、 訓練は ， 午前10
時に理学部 1 号館中庭に あ る ガラ ス工作室か ら 出 火 し
た と の想定の も と に行われま し た 。
引 き 続 き ， 消火器及び自動火災報知機等について業
者か ら の説明 を受け， 実際に消火訓練が行われま し た 。
シ リ ーズ 「富山大学， あの 日 あの頃」 につ いて
「富山大学学報」 の編集 と 発行を担当 さ れて い る庶
務課か ら ， 先 日 「学報に随想的で読みやす く ， 興味あ
る 内容 を 添え た い。 富山大学は創学以来す でに30有数
富山大学名誉教授 黒 坂 富 治
年に も な るの で， 大学の沿革史に 副 う た こ ほ、れ話の執
筆を名誉教授の先生方に お願い し た いのだが 一」 の
申 し 入れがあ り ま し た 。
- 23 一
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折 リ も よ し ， L る 6 月 26 日 「 名 誉教J受 の 会」 の 例 会
が催 さ れ た の で， そ の 際先生 方 に 御相談， そ の 後執筆
の可否 を 照 会 し ま し た と こ ろ ， 21名 の先生 方 の 内 諾 を
得 ま し た 。
「 富 山 大学， あ の 日 あ の 頃」 の 題 ， こ と し の 9 月 号
か ら 向 う 2 ヶ 年 ほ どの 予 定 で連載の計画 を 立て ま し た 。
報 第238号
随 筆 風 に 書 い て い た だ き ま す し ， 私 た ち の 聞 き 知 ら な
か っ た こ と も 書 き 綴 ら れ る の では な い か と 楽 し み に な
り ま す 。 こ の シ リ ー ズ の前評判 が よ ろ し い の で， 執筆
の先生方 に は御苦労御奉仕 い た だ い て ， 皆 さ ん の御期
待に 沿 う よ う 努 力 い た し た い と 思 い ま す 。
（ 昭 和田年 8 月 ）
シ リ ーズ 「富山 大学， あの 日 あの頃」
〈ポ ッ ツ ダム の 落 し 子〉
日 本が昭和20年 の 太平洋戦争 で敗北 し て ポ ッ ツ ダム
宣 言 に よ り 管理 を 受 け ， な か ん ず く 教育制 度 の 一 大 改
革 を 強 い ら れ た の は ご 承知 の と お り で あ る 。
文化国 家が建設 さ れ， 富 山 大学が誕生 し た の も ， い
わ ば こ の ポ ッ ツ ダ ム の 落 し 子 の 一 つ の よ う な も の では
あ る ま い か 。 そ し て 6 ・ 3 ・ 3 ・ 4 の新 し い学制が実
施 さ れ る よ う に な り ， こ の 最後 の 「 4 」 と い う の は ，
同 一地域に あ る 官立学校は ， こ れ を 合併 し て 一 大学 と
し ， 大体一県一大学の実施 を は か る よ う に 国 立大学 を
建設す る と い う ， こ の 方 向 のーっ と し 富 山 大学 も 計画
さ れ た 。 昭和22年 7 月 に は 文部 省 の 支 配に 属 し な い 自
治 的 な 大学基準協 会 が46大学 の代表に よ っ て 発 足 さ れ
た 。 こ こ に 到 着 す る ま でに は 各方面か ら い ろ い ろ の 意
見 が 出 て好余曲折 を 経 な け れば な ら な か っ た 。 と く に
国 立 の 新制 大学 に つ い て は ， 旧制 の大学か ら 転換す る
も の と ， 旧 制 の 高 等専 門学校か ら 改編昇格す る と い う
も の と があ っ て ， 富 山 大 学 の ば あ い は 後者 に 属 し ， そ
れ ぞれ長 い 伝統 と 歴 史 を も っ 旧 制 富 山 高 等学校 ・ 富 山
師範学校 ・ 富 山青年師範学校 ・ 富 山 薬学専 門 学校 ・ 高
岡工業専 門 学校の 5 つの学校が昇格 し て ， 富 山 大学の
文理学部 ・ 教育学部 ・ 薬学部 ・ 工学部 と な り ， 本部は
富 山 市奥 田 の 薬学部の一部に 置 か れ た 。 設 立 は 昭和24
年 ・ 5 月 3 1 日 と な っ て い る 。 新制大学は 二期 に 分 け て
入学募集 を し た が， 富 山 大学 は 後 期 に 属 し ， 入学試験
は 6 月 1 6 ・ 1 7 日 国 語 ・ 社会 ・ 外 国語 ・ 数学 ・ 理科の 5
教科 に ま と め て 5 つ の学校 で実施 さ れ た 。
初 代学長 は ， 第 四 高 等学校長 であ っ た 鳥 山 在 一 氏 に
き ま り 7 月 16 日 に 発令 さ れ， そ れ ま で は 文理学部長の
清水虎雄氏 が学長事務取扱 て・あ り ， 学生部長 兼 図 書館
長 は 高瀬重 雄教授， ま た ， 事務 局 長 と し て は 金沢医大
の事務 長 三 輪 慌て 氏がff:命 さ れ た 。
富 山 大学名 誉教授 の 会 植 木 忠 夫
入学式 は ， 7 月 1 3 日 に 蓮 町 の文理学部講堂 に お い て
行 わ れ， 新 入学生 636名 を 前 に ， 清水学長事務取扱 の
式辞が述べ ら れ， 未発令 の 鳥 山 在 一 氏 は 文部大 臣代理
と し て 祝辞 を 述べ ら れ た 。
無事 4 年 間 を 修め れ ば 旧 制 大学 同 様文 ・ 理 ・ 教育 ・
経済 ・ 薬 ・ 工学士 と 称せ ら れ る の で あ る が， 旧 制 大学
のみ は ず っ と 全 く 独立 し た 膨 大 な ホ学士会砂 名 簿 を 発
行 し て い る （ 東 京 ・ 京都 ・ 東北 ・ 北海道 ・ 大 阪 ・ 名 古
屋 ・ 九州 ・ 京城 ・ 台 北の 9 つ の 旧 帝大 と 称せ ら れ た 大
学 ） 。 新制 大学は 日 本の 各地 に で き た た め 駅弁大学 と
い う こ と ばが一 時呼ばれ た が， 今 日 は 発展充実 し て か
え っ て 旧 制大学 を 凌 ぐ も の も み ら れ る 現状 であ る 。 こ
の こ と は ， 新制大学 に は い た る と こ ろ に 大学院が設け
ら れ， 博士課程が増 設せ ら れ て い る こ と で も よ く わ か
る 。
と に か し 富 山 大学が開学 し て 蓮町に あ っ た 校舎 を
は じ め， 各 地 に 分散 し て い た 校舎 は 工学部 を 除 い て 大
体五福 に あ る 現校舎に 集 中 さ れ た の であ る が， こ れ に
関 す る こ と が ら は 会 員 の 各位が述 べ て く れ る で あ ろ う 。
し 、 ず れ に し て も ， 文理学部が 中 心 と な っ て い た こ と は
確 か だ 。 そ も そ も こ の前 身 であ っ た 旧 制 富 山 高 等学校
は ， 富 山 市 東岩瀬の 富豪 馬場家の寄附に よ っ て 創 設 さ
れ た こ と を 述べねば な ら な い 。 馬 場 は る 子 女 史 は ， 馬
場 家 第 6 世夫 君道久氏没後， 年少の 長 男正 治 氏 を 擁 し
て 先代の遺志 を 体 し て ， 天皇陛下御成婚の ご慶事に 際
し ， 大 正 1 2年 5 月 県 当 局 に 150万円 （ 今 の億単位） を
寄附 し て 高 校の設立が計 ら れ た の であ る 。 さ ら に ， 度
々 寄附 を 行 L 入 ま た ラ フ カ デ ィ オ ・ へ ル ン の 蔵 書全部
を 購 入 富 山 高校 に 寄附 し ， 今 向 引 き つ が れ て 富 山 大学
の 図 書館 内 に へル ン 文庫 と し て 蔵 め ら れ て い る 。 全 く
男 子 も 及 ば な い 功 績 に 対 し ， 宮 内 省 よ り 叙 勲 の 栄 に 浴
A斗Aq／】
所 い ら い停年退職す る ま で こ の仕事 を つづけ た 。 相談
室 は 附属 図 書館 の 図 書整理室 の 一部 を 仕切 っ てや っ て
い た が， 私 の み は今の理学部 3 階研究室 の 自 室 でや っ
て い た 。 内 容 は 精神衛生 ・ 健康 ・ セ ッ ク ス 等に 関す る
も のが 多 く ， 自 殺 を 未然 に ふ み と ど ま ら せ激励 し た こ
と な ど思 い 出 が 多い 。 女子学生は 殆ん ど 来 な か っ た 。
富 大の研究施 設の一つ に ， 立 山 の浮士 山 頂 （2 , 872 m )
に 「富 山 大学立 山研究室」 が昭和26年 7 月 に 開 設 さ れ
た 。 こ れ は も と 陸軍 省 の気象観測所で あ っ た の を ， 清
水虎雄文理学部長 と 林勝次教授 の ご尽俸 に よ っ て 富 大
に 寄贈 き れ た 施設 で あ る 。 私 は 昭和 3 年 富 山 高校 に 着
任い ら い ， 立 山 連峰の 自 然環境に 関す る 調査研 究 を 行
っ て い る が， こ の施設 を 根擦 と し た も の が 多 く 心か ら
感謝 し て い る 。 日 本陸水学会第24回 大 会 が昭和34年 10
月 に 富 山大 学 を 会場 と し て 開催 き れ 「立 山 山 系の 湖 沼 」
と 題 し て ， 藤井昭二 （地質 ） ・ 平 田 卓郎 （ 化学 ） ・ 藤
川 浩 （ 生物 ） ・ 広瀬誠 （ 文献 ） と と も に 講演 し ，
を 記録 と し て 内 容 を 著述 し た 。
課外活動 は 多数あ る が， 私 は 富大 ワ ン ダー フ ォ ー ゲ
ル部の顧 問 を し て お り ， ま た ， 富 山大 フ ィ ルハー モ ニ
ー管絃楽団初代団長 を つ と め た 。 定年退職後は 黒坂富
治現名 誉教授， 同 氏定年退職後は現教育 学部長大 沢欽
治氏が 120余名 の団長 と し て 推 さ れ， 盛 況 を み る に い
た っ た こ と は 誠 に 慶賀 に 堪 え な い 。 略 し て 「富 大 フ ィ
jレ」 と い う こ の楽 団 の 歴 史は 古 い 。 そ れ は 九州、｜ 人 と し
て の大先輩不二越鋼業M社長の長 男 「 賢 J 君が昭和 1 6
年 3 月 ， 富 山 高校 を卒業 し て 東工大に 入学 し た 記 念 に ，
ご尊父 の井村荒在 氏 に 17箇の管経楽器 を 購入寄附 し て
も ら い， 富 高 オ ー ケ ス ト ラ バ ン ド を 結成 し た と い う も
の で， 富 高 が富大 と な っ て 「富大 フ ィ ル」 と な っ た の
で あ る 。 な お ， こ の ほ か 富 大 男 声合唱団長 と な り ， 北
海 道へ遠征 を 計画 し た こ と な ど も あ っ た が， 今 は 富 大
混声合唱 団 と な っ て い る 。
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さ れ て い る 。
ま た， 富 山 市 か ら 昭和36年 3 月 29 日 に 名 誉市 民章に
推 戴 さ れ， こ の 旧 制富 山 高 等学校の跡地は ， 文理学部
が五福へ移転後， 馬場記念公園 と 名 付け ら れて ， 今 で
も 緑の 楽 園 と し て 市 民 に 広 〈 愛用 さ れて い る 。
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富 山 大学の学生寄宿寮の 「青冥寮」 は ， 蓮町の文理
学部構内 に あ っ た が， 新樹寮に 変 わ り ， 移転 し て寺町
こ れ
砂 筆者 ： 0 1899年 1 1 月 9 日 生
o 昭和 3 年 3 月 富 山高等学校 に 着任
。 昭和40年 3 月 31 日 停年退職
o 昭和40年 4 月 1 日 富 山 大学名誉教授 の称号
授与
に あ る 。
新制大学 に は 一般教育 な る も のが設定せ ら れ，
は 学生が 自 ら 専 攻す る 小 さ な 分野の問題以外に ， 広 〈
学閉め諸分野に わ た っ て 基礎的 な知識 を 授 け ， 美 し い
情操 と 正 し い 判 断力 を そ な え た 社会 人 の形成 を め ざす
教育 で あ っ て ， 旧制大学に は実施 さ れ て い な か っ た新
し い 大学の教育 であ る 。 こ の こ と に つ い て は ， 私 は 上
京 し て 文部省の伝達 を 他大学の教授 た ち と 説明 を 聞 い
た 。 そ し て 私 は ， 蓮町の文理学部大講堂 に お い て 自 然
科学系列 の 講義 を し た こ と があ る 。 そ し て 各学部か ら
出 席 し た 学生の ほ か に ， 2 階に は 旧制 富 山高校の生徒
が校内 に 混在 し て い た か ら ， ま ぎ れ て聴講に 来 た よ う
で， 男 性 ばか り の高校生 は ， 新生大学の 男性 と 女性，
私は特に 後者のベ ッ ピ ン の顔 で も 2 階か ら 眺め て い る
よ う な 感があ っ た 。 私 は 満 員 の学生生徒に 講演で も す
る よ う に マ イ ク で う な っ た も の であ る 。 と に か し 何
単位か を 履修認定に な る の であ る が試験は ど う し た か
忘れて し ま っ た 。 旧 制 の 富 山高校生 は 丸帽 を かぶ っ て
い た の に ， 却 っ て 後輩 の 大学生が角 帽 を か ぶ り 背広 を
着 た 者 も い て 奇妙 な 風景であ っ た 。
富 大 の学生部に 学生相談所が発 足 し た の は 昭和30年
8 月 1 日 で， 学生の生活に と っ て ’I尚み の種 と な っ て い
る すべ て の事項に つ い て 相談相手 を や る の で，
こ れ
昭 和 58年度教職 員 文化展作 品 募 集
文 化 展 1 1 月 9 日 附 ～ 1 1 日 （斜
展 示 会場 学 生 会 館
多数 の 出 品 を 募 集 し て お り ま す 。
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寄 稿
く ト ロ ン ト 大学への留学の思 い 出〉
「森 と 湖」 と 言 え ば北欧的 な 美 し さ が 日 本 人 に は 想
起 さ れ る が， レ ー ク ・ オ ブ ・ ウ ッ ズ 「森 の湖」 と 言 わ
れ る の が カ ナ 夕、であ る 。
ト ロ ン ト の あ る オ ン タ リ オ 州 は五大湖 の 中 の 4 つ の
湖 に 面 し て ， ナ イ ア ガ ラ 爆布 も こ こ に あ り ， 水カ を 利
用 し て工業化 も 早 〈 ， ア メ リ カ 的要素 が カ ナ タで も っ
と も 多 い の に ， イ キ、 リ ス ， フ ラ ン ス の ヨ ー ロ ッ パ的伝
統が ま だ 頑固 に 残 っ て い る 。
一 見め ぐ ま れ た 自 然環境 に あ る よ う に 思わ れ る が，
国土全体が北海道 よ り 高緯度に あ り 自 然条件は き び し
く ， 人 口 の 80% ま でが米国 と の 国境か ら 1 50kmの ベ ル
ト 地帯 に 集 中 し ， パ ン ク ーパー， ト ロ ン ト と 言 っ た 大
都 会 は こ の地域に 位置 し て い る 。
空高 〈 ， 輝 き そ び え る タ ワ ー の下， い ろ ん な 国 の 人
々 が集 い ， さ ま ざ ま に 生 活 を 楽 し ん でい る 人種の モ ザ
イ ク ， コ ス モ ポ リ タ ン シ テ ィ ， こ れが ト ロ ン ト で あ る 。
1982年 9 月 よ り 約 10ヶ 月 間文部 省 在 外研究員 と し て
ト ロ ン ト 大学 に 滞抗 し た 。 大学 キ ャ ン パ ス は 市 の 中 心
に 位置 し 市の 発展 と 共 に 成長 し ， 市 民 の 誇 り の一 つ で
も あ る 。
私 の 所属 し た Toguri 教授の研究室は 金属製錬反応
工学 に 関 す る 研究分野が主で， 外国 人研究者は私 を 含
め て 7 名 及 びPh · D . を 含む 6 名 の学生が研究 に 従事 し
て い た 。 外 国 人研究者 は オ ー ス ト ラ リ ア 人 ， ポー ラ ン
ド 人， 中 国 人 及 び 日 本 人 と 国際色豊か で‘， 言語， 習慣
も 異 な る が 日 常生活や研究活動 を 通 し て 彼 ら と 接触す
る こ と に よ り 貴重 な 体験 を え る こ と が で き た 。
カ ナ タに お け る 研究 シ ス テ ム は 日 本 と 異 な り ， 大学
や有能な研究 グルー プ に は 研究補助 金 を 配分 し ， 研究
成果 は 公聴会 を 聞 い て 査定 し ， 補助金の効率良 い分配
を 行 っ て い る 。
大学に お け る 研究 費 の大半は カ ナ タ中 央政府， 州 政
府 及 び産学協 同 に よ る 補助 金な ど で賄 われ る た め， 教
按 は 教育， 研究指導 のみ な ら ず研究補助 金の調達 の た
め に 極的 て 多忙であ る 。
ーんー院生 は j�－ 凶主主休み 時 間 を 利用 し て セ ミ ナ ー を
聞 き ， Ill白 番 に 従 っ て 一 人つつ 自 分 の 研究 テ ー マ に 関 す
る 小や 興味 あ る l話題に う い て 発表 す る 。 教授達 は 発表
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内容や態度 を 採点 し て 成績の一端 と し て い る 。
学部生の卒業研究 は 日 本 と 比較 し て 著 し い相違 は 見
ら れ な い が， 評価方 法が若干異 な っ て い る 。 す な わ ち
評価法は大別 し て 4 段階に わ か れ る 。
〔 1 〕 Oral ： こ れ は卒業研究の 中 間報告に 相 当 し ，
各教授 の 前 で テ ー マ の理解度や計画性に つ い て 発表 し
チ ェ ッ ク さ れ る 。
〔 2 〕 Panel ： 卒業研究発表会の 前 に 各 人 が研究テ ー
マ ， 測定方法， 結果 及 び結論 を 要領良 〈 整理 し て パネ
ル に 書 き 廊下 に は り 出 す 。
〔 3 〕 Defence ： 卒業研究の発表会に 相 当 し 内容 及
び発表態度がチ ェ ッ ク さ れ る 。
〔 4 〕The s i s ： 卒業論文で研究 内容がチ ェ ッ ク さ れ
る 。 各段階の配点がそ れ ぞれ 各 25点で合計 100点 と か
な り 詳細 な 評価 方法が適用 さ れ て い る 。 一番ユニ ー ク
な の は 最 も 優 れ た 研究に は 100 ド ル （ 約 2 万円 ） の 賞
金 が与 え ら れ， すべてが終っ た 後 に み ん な 集 ま っ て ノ f
ー テ ィ を 聞 い て 楽 し ん でい る 。
私 は 金属 製錬 に ノ 〈 ク テ リ ア を 利 用 す る 研究 を 行 っ て
い た が， 計画の 立案や研究結果 に 対 す る デ ィ ス カ ッ シ
ョ ン を 通 し て ， 「思考の限 り を 尽 し て 活路 を 見 い 出 す
努 力 を すべ き だ」 と い う 教授 の 姿勢に 感動 を 覚 え た 。
も う 一つ の感動 は ， D r.P i s ion に 会 え た 事 だ。 D r. 
P i s  i on と 言 え ば， 金属工学 を 専攻 し た 人は マ グネ シ
ウ ム の 蒸溜製錬 法 を 発明 し た 世 界 的 な 学 者 であ る こ と
を 思 い 出 す 。 教授 は 80才 を 過 ぎ て お り ， 第一線か ら 身
を り 1 � 、 て お ら れ る の に 暇 を 見付け て は 大学に 通 し 、 ， 若
手研究者の指導や デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を し て い る 姿 に 感
銘 を 受け た 。
北 米大陸全体が異 人種の 集 合体 であ る よ う に ， カ ナ
ダで も 白 ， 黄， 黒 と 肌の色 を 異 に す る 人 々 が共存 し て
い る が， カ ナ ダ 人 は 実に 明 る し 気候や風土の き び し
さ か ら く る 暗 い イ メ ー ジ は な く 陽 気 な 連 中 であ る 。
カ ナ ダでは 10月 末か ら 翌年 の 4 月 末 ま で き び し い 長
い 冬 を 過 さ ね ばな ら ぬ。 戸 外 では 日 中 で も － 1 5℃ に な
る こ と は め ず ら し く は な い が 週末 に は 子供達 は ス ケ
ー ト や ア イ ス ホ ッ ケ ー を し ， 大 人達 は ホ ー ム パー テ ィ
を 聞 い て 家族 ぐ る み で長 い 冬 の 夜 を 楽 し く 過す。
昭和58年 9 月 1 日 発行 学
北 国 の 3 月 は 冷 た い 風 と 雪に 見舞わ れ る 機会 も 多 い
が， オ ン タ リ オ州 南部 では メ ー ブル （ カ エ デの一種 ）
の大木か ら 樹液 を 採取 し て シ ロ ッ プ を 作 る 。 こ の 木は
ア メ リ カ イ ン デア ン が発 見 し た も の でV オ ン タ リ オ 州
で し か育 た な い と 土地 の 人 が話 し て く れ た 。
春の長雨の後 4 月 末に は新緑 と 花 の季節が訪 れ る 。
自 然 の営み の 見事 さ に 感動 を 覚 え る 。 市 の 中心 に あ る
公園 に も リ ス や小鳥がた わ むれ ， 至 る 所に 自 然が残 っ
て お り ， 日 本 の大都会の 公 園 と は 趣 を 異 にす る 。
夜 も 畳 も ， そ し て 一年 中続 く 水 と 光 と 音 の ス ペ ク タ
ク ル， 北米随ー のハ ネ ム ー ン の メ ッ カ ， そ れが ナ イ ア
ガ ラ 爆 布 であ る 。 6 月 のナ イ ア ガ ラ に 新婚旅行客が ど
う し て こ ん な に 多 く 訪 れ る よ う に な っ た か だ れ に も 確
か な こ と は 言 え な い が， 伝説に よ る と ナ ポ レ オ ン の兄
弟 が， ニ ュ ー オ リ ー ン ズ か ら は る は‘ る 幌馬車 に 花嫁 を
乗せ て訪れ た の が始 ま り だ と 言 わ れ て い る 。 こ の 驚 異
の 自 然， ナ イ ア ガ ラ を 訪 れ る の に シ ー ズ ン は な く ， 特
に 冬 は 氷の壁が周 囲 の岩 を 取 り 巻 い て 日 に 輝 き ， 水 し
ぶ き が凍 っ て 周 リ の 木 に 樹氷 の 花 を 咲かせて く れ る 。
五大湖 と 大西洋 を 力 強 く 結ぶ セ ン ト ロ ー レ ン ス の 流
れー そ し て 建国の 歴 史 を 秘め る 首都 オ タ ワ の街の春 を
幻 想 的 に 彩 る の は 無数 のチ ュ ー リ ッ プであ り ， 緑の波
が コ ジ ッ ク 風の 国 会議事堂か ら オ タ ワ 渓 作へ と 続 い て
い る 。 二l ：立騎馬 野官隊の 赤 い制 服 と 衛兵の青い制服が
お り な す コ ン ト ラ ス ト は実 に 美 し し 、 。
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オ ン タ リ オ 湖 か ら モ ン ト リ オ ー ル ま での セ ン ト ロ ー
レ ン ス 河は 急流が 多 く ， 1959年 に 近代的水路の開 設 と
同 時 に ダ ム が築 か れ， 1 64万KW の 水 力 発電所 も 建設 さ
れ一大産業地帯が造 り 上げ ら れ た 。 こ の地 の 秋 は 変化
に 富 み紅葉が実に 美 し い 。 河 に そ っ て ハ イ ウ ェ イ を 走
る と やが て 河の北岸に あ る ケベ ッ ク 市 に 入 る 。 メ キ シ
コ 以 降の北米大陸 で城壁に 固 ま れ た 唯一 の 町 で あ る 。
近代的都市 と し て は珍 ら し く 町が城壁に よ っ て 二分 さ
れ， 山 の手 に あ る ア ッ パー タ ウ ン は ダ イ ア モ ン ド岬の
崖 の 上に ， 下 町 に あ た る ロ ア ー タ ウ ン は サ ン ・ シ ヤ ル
ル渓谷に 沿 っ て 広が っ て い る 。 町並は フ ラ ン ス 風で 日
常語 も フ ラ ン ス 語で， 英語圏 の ト ロ ン ト や オ タ ワ と は
か な リ 異 な っ た 印 象 を う け る 。 国家 と し て の カ ナ ダの
複雑な 一 面 を 見 た よ う な 気がす る 。
わ ず か 10ヶ 月 の カ ナ ダ生 活 で彼 ら の生活心情， 価値
観な ど すべ て が理解出 来 た と は 思 わ な い が， 欧 米 人 が
日 本 を 好意的に 評価 し 認識 し よ う と 努力 し て い る よ う
に 思 わ れ る 。 日 本 人 も そ の期 待に 応 え る 努 力 が必要 で
あ ろ う 。
砂 筆者は ， 文部省長期在外研究員 （ 甲 種 ） と し て ，
昭和57年 8 月 30 日 か ら 昭和58年 6 月 29 日 ま での 10か
月 間 カ ナ タ 及 びア メ リ カ 合衆国 に 外国 出 張 さ れ ま し
た の で， 特 に 寄稿 を 御依頼 し た も の です 。
保健管理セ ン タ ー だ よ り
〈 心霊 と の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 〉
神 fL、， 悪魔， 動植物の精， さ ら に は ヒ ト の生霊， 死
霊に 愚 かれ る こ と ， あ る い は そ う し た も の と の交信 を
意図的 に 求め る 者 と そ の ：｝＜め に 応 じ て 霊 界 と 人 間 界 と
の媒介の役 を 果 た す者がい る こ と ， な ど は 現代 に お い
て も な お 現実に 存在す る 事実 であ る 。 一部 の迷信家は
こ れ を 「 科学 では証明 で き な い現象」 と か称 し て 悪銭
稼 ぎ に 利用 す る 。 反対 に 己 こ そ 知性 的 で論理的 な 現代
人 と 思 っ て い る 者は そ れ を 迷信 と み て 頭 か ら 否定 し よ
う と す る 。
し か し ， こ の 両者は いずれ も 間違 っ て い る 。 特に 後
者の， 現存す る 事実を根拠 も な く 否定す る と い う 非知
性， 非論理的 な 態度 は ， そ の 自 己評定 と 矛 盾す る こ と
保健管理セ ン タ 一教授 中 村 剛
甚 だ し い 。
例 え ば， 思春期の女子が好む 「 コ ッ ク リ さ ん 遊 び‘」
に 対 し ， 教師 は コ ッ ク リ さ ん の 存 在 を 否定す る だけ で
あ る が， 子供達 は実際に 手が不随意 的 に 動 い て 「 A 君
は 私の こ と が好 き 」 と い っ た 類の返事を 「 コ ッ ク リ さ
ん か ら 」 受け と っ て い る の であ る 。 こ の場合， 子供 を
納得 さ せ る に は 「 コ ッ ク リ さ ん の 回答」 が成立す る メ
カ ニ ズム を 分か り 易 く 説明 す る し か な い の であ る 。 す
な わ ち ， コ ッ ク リ さ ん が ど の よ う に し て 想 く のか を 解
説す れ ば よ い の であ る 。 そ こ で， い わ ゆ る 「霊的 な も
の」 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が ど の よ う に し て 成立す
る ～ し た か の よ う に み え る ～ か， を コ ッ ク リ さ ん 遊 び
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に つ い て 説明 し て み よ う 。
It. 
え い
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コ ッ ク リ さ ん 遊 びの 術式 は ，
大体次 の と お り であ る 。 ま ず ，
左掲の図紙 と 10 円 銅 貨 を 用 意、
す る 。 部屋 を 薄 暗 く し て ， 南
の窓、 を 少 し 聞け て お く 。 術者
は 目 を 閉 じ 鳥居の上 に 指 を 軽
く のせ， 例 え ば次 の よ う に 言
う 。 ホ コ ッ ク リ き ん ， コ ッ ク
リ さ ん ， 出 て き て下 さ い 。 こ
こ は A 中 の B 組の 教 室 です 。
南 の 窓、が聞 い て い ま す か ら そ こ か ら 入 っ て き て 下 さ い 。
そ し て C が誰が好 き だか 教 え て 下 さ い。
う 語 る と 指が不随意 ・ 自 動 的 に動 き 出 し ，
に な ぞ っ て 回 答す る 。
術者がそ
五十音 を Ji頃
こ れが い わ ゆ る コ ッ ク リ さ ん の返答であ っ て ， 少女
ら に は コ ッ ク リ さ ん が術者 に の り う つ り ， 術者の手指
を 使 っ て そ の意思 を 人 間 に 伝 え た ， と 受け 取 ら れ る わ
け で あ る 。
し か し ， 実 際 に 生 起 し て い る 現象 は ， 術者が 自 己催
眠に か か っ て ， そ の 変容 し た 意識状態の下で意識下に
存 在す る 生活経験や願望等 を 適 当 に 加工 し ， そ れ を 眼
前の五十音 で表 出 し て い る に す ぎ な い の で あ る 。 術者
の本来の意識野 は 狭小化 さ れ る の で行為の主体者 と し
て の 自 己認識が稀薄 に な り ， ま た ， 心の深層 か ら 湧 出
す る 不合理 な 思 考 の 原型 を チ ェ y ク し 統制す る 力 が減
弱 し ， 被暗示性が1C 進す る 。 し た が っ て ， 自 分の潜在




工学部工場係長稲垣 日 出 男 氏 は ， 病気治療 の た め厚
生連高岡病 院 に 入 院 中 の と こ ろ ， 8 月 24 日 逝去 さ れ ま
し た 。
享年 49オ
こ こ に 御冥 福 を 十！？ リ ， 謹 ん で哀悼の意 を 表 し ま す 。
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ず ， そ の結果であ る 「 回 答」 も 他律的に為 さ れ た か の
よ う に 錯覚す る わ け であ る 。 コ ッ ク リ さ ん 遊 びに 集 ま
っ た 周 囲の 少女達 も 多 く は 同様 な 自 己催眠状態 に 陥 っ
て い る の で術者 と も ど も コ ッ ク リ さ ん の 回 答 を す ん な
り と 受け 入れ る こ と に な る 。
い ず れに し て も ， 催 眠状態 に あ る こ と を 知 ら な い わ
け であ る か ら ， 彼女等の覚醒 は い い加減に な り やす い 。
そ の た め に 「遊びJ の 後 に 何 ら か の症状 （ 膝関節痛 な
ど ） が遺 る こ と が 少 な く な い 。
コ ッ ク リ さ ん 還 さ の機序 は ほ f 上記の よ う な も の で
あ る か ら ， そ こ に は コ ッ ク リ き ん の実在は無用 で， 必
要 な の は コ ッ ク リ さ ん の存在 を 信 ず る 心 （ 迷 信 ） であ る 。
換言すれば、’ 信ずる心のある と こ ろ に は こ の種の現象が発
生す る わけ で， 最近 では 「 キ ュ ー ピ ッ ト ち ゃ ん 遊び」
が少女達の 聞 に 流行 す る 気配があ る 。 こ れ は モ 夕、、ン な
コ ッ ク り さ ん であ っ て ， こ の霊的存在物（ フ ） に 何の 占
い を し て も ら う か は ど な た で も 容 易 に 見 当 がお つ き に
な る だ ろ う 。
さ て ， コ ッ ク リ さ ん の代 り に ， 天照 な り 日 蓮 な り ，
10代前の先祖 な り 狐狸の類 を も っ て く ればだれ も が親
し く そ の心霊 と 会話 を な し ， あ る い は 眼前 に そ の姿 を
拝謁 で き る の であ る 。 催眠への導 入が拙劣 な ヒ ト は ，
オ ド ロ オ ド ロ し い 装束や壮厳な霊場 と い っ た 雰囲気の
助け を 借 り て そ の 目 的 を 達成す る だけ の こ と であ る 。
反対に こ の メ カ ニ ズム を 承知 し て お り ， 催 眠導入の
技法 を 弁 え て お れば， 黒 田 講堂 であ ろ う と 図 書館であ
ろ う と ， ど の よ う な 霊魂で も 求め に 応 じ て 招 来 で き る




稲垣 日 出 男氏逝去 ｜
稲垣氏は ， 昭和3 1年 1 2月 富 山 大学工学部実習工場 に
文部技官 と し て 勤務 さ れ， 昭和48年 8 月 工場係長 に 昇
任， そ の 間26年有余 の永 き に わ た り ， 明朗 に し て 誠 実
な 人柄 と 旺盛な責任感 を も っ て よ く そ の職務 を 全 う さ
れ ま し た 。




















＠ 退庁， 退室の際 に は ， 電気， ガ ス の消 し 忘れ， タ バ コ の吸殻の後始末 に 十分注意 し，
火災の予防 に心がけ ま し ょ う グ
＠ 電気， ガス， 水の省エネ ・省資源 に協 力 し ま し ょ う ．グ
主 要 行 事
本
部
8 月 l 日 金沢大学辰 口 共 同研修セ ン タ 一 運営協議会
（ 於， 金沢大学 ）
10 日 学生部係長連絡会
18～ 19 日 第 16回 1 4大学経理部長会議
（ 於， 名 古 屋工業大学 ）
20 日 本部 ソ フ ト ボー ル 大 会
22 日 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 委 員 会
23 日 学生部係長連絡会
23～ 26 日 第27回 （ 昭 和58年度 ） 中 部地区学生補導厚
生研究会東海 ・ 北陸地区研修会
（ 於， 浜松医科大学 ）
26 日 第 7 回 北陸地区 会計事務 担 当 者連絡協議会
（ 於， 福 井 大学 ）
職業補導担 当 者 会議
27～ 28 日 庶務部 レ ク リ ェ ー シ ョ ン
（ 於， 黒 姫高 原 ）
29～ 9 月 2 日 昭和58年 度 富 山 大学事務職員 （ 初任者 ） 研修
30 日 第 4 回 会計係長会議
31 日 学 則 改正検討小委員 会
第 1 0回学寮補導委員 会
人 文
学 部






2 ～ 4 日 教員 養成実地指導 （ 野外活動 ）
（ 於， 呉羽少年 自 然 の 家 ）
8 ～ 1 2 日 公 開 講座 （ パ ト ミ ン ト ン ・ テ ニ ス 教室 ）
20～ 2 1 日 呉 山 会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン
（ 於， 和倉温泉一能登 島 め ぐ り ） 
23～ 24 日 全国 国 立大学附属学校園長会総会
（ 於， 高知市 ）
29 日 附属 小学校第 2 学期始業式







20～ 21 日 経済学部 ・ 経営短期大学部
合同 レ ク リ ェ ー シ ョ ン （ 於， 山代温泉 ）
8 月 3 日 学部 図 書委 員 会
27 日 大学 院理学研究科 入学願書受付
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8 月 5 日 学部補導委員 会
1 3 日 工学部 同 窓会総会
1 7 日 学部教務委員 会
23 日 北陸三大学教職員 ス ポー ツ 交歓会
（ 於， 福井大学 ）
31 日 北陸信越工業教育協会富 山 県 支部評議 員 会
報 第 238号
8 月 4 日 工学部蔵書点検
5 日 II 
8 日 II 
25 日 休館， 環境整理
27～ 28 日 職員 レ ク リ ェ ー シ ョ ン






20～ 21 日 昭和58年度親睦会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン
並びに 総会 （ 於， （補 ト ヤ マ キ カ イ ） （ 於， 山 代温 泉 ）
｜ 附 属 図 書 館 ｜
25～ 26 日 国立夜 間短期大学事務長会議
資 料
人事院勧告につ いて
人事院は ， 昭和58年 8 月 5 日 国 会 及 び 内 閣 に 対 し ，
一般職員 の給与改定 に つ い て 勧告 を 行 っ た 。
勧告の う ち ， 本学職員 に 関す る 給与改定の要点 は 次
の と お り であ り ま す 。
I . 官民較差
1 . 較差 1 5 , 230円 6 . 47% 
（ 行政職の職員 と 民聞 の こ れ に 相 当 す る 職種の
者 と の比較 ）
II . 改定 の内容
1 . 俸給
( 1 ) 俸給表
(2) 重 点配分
別 記の と お り
世帯形成層 ・ 中 堅 層 重 点
（ 最高6 . 8% )
(3) 各俸給表の平均 引 上率 6 . 4%程度
(4) 指定職俸給表 6 . 4% （ 行政職の給与改善
率 と 同 じ ）
2 . 諸 手 当
( 1 )  医師の初任給調整手 当 一最高支給限度額の
改定一
医療職俸給表H以 外の俸給表の適用 を 受け
る 医 系教行 4 1 , 500円 （ 現行39 , 500円 ）
(2) 扶養手 当一重点的改善 （ 民聞 の 支 給実 態 を
考 慮 ） 一
配偶者 1 3 , 000円 （ 現行12 , 000円 ）
配偶者以外の扶養親族の う ち 2 人 ま で
各 4 , 500円 （ 現行 各3 , 500円 ）
た だ し ， 配偶者の な い職員 の場合に は
扶養親族の う ち l 人 は
9 , 000円 （ 現行8 , 000円 ）
配偶者 以 外 の扶養親族の 3 人 目 以下
1 , 000円 （ 現行 ど お り ）
(3) 住居手 当－ 2 分 の l 加 算 限度額の改定
（ 民 聞の支給実態 を 考慮 ） －
1 ） 借家 ・ 借問
基礎控除額 9 , 000円 （ 現行 ど お り ）
全額支給限度額 7 , 500円 （ 現行 ど お り ）
2 分 の l 加算額 7 , 500円 （ 現行6 , 500円 ）
最高支 給限度額 1 5 , 000 円 （ 現行 1 4 , 000円 ）
最高支 給限度額に 対応す る 家賃
31 , 500円 （ 現行29 , 500円 ）
1 , 000 円 （ 現行 ど お り ）2 ） 自 宅
(4) 通勤手 当 一全額支給限度額 及 び 2 分 の l 加
算額等の改定 （ 民聞 の 支 給実態
を 考慮 ） 一
qJ 
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1 ） 交通機 関 利 用 者
全額支給限度額
19 ' 000円 （ 現行 17 , 000円 ）
2 分の l 加 算額
3 , 500円 （ 現行2 , 500円 ）
最高支給限度額
22 ' 500円 （ 現行19 , 500円 ）
最高支 給限度額に 対応す る 運賃
26 , 000円 （ 現行22 , 000円 ）
2 ） 交通用具使 用 者
a ） 通常 の場合
学
片 道 5 km 未満 2 , 000円 （ 現行 ど お り ）
片 道 5 km 以上～ 2 , 700円 （ 現行2 , 200円 ）
別 記
IO km 未満




＼ 附の苛糾 1 等 級 2 等 級 3 等 級 4 等 級
号 俸 ｛奉給 月 吉 ｛奉給 月 在ti ｛泰給 月 額 ｛奉給 月 額
l斗 Pl  P l  PJ 
3 1 5 ， 乃（）（） 244 , 900 
2 328 , 500 255 . 1 00 2 1 8 ' 300 1 85 , 400 
3 ＇.�4 1 , 700 265 , 400 226 , 600 1 93 . 200 
4 355 , 000 275 , 700 234 , 900 20 1 , 000 
5 368 , 300 286 , 300 243 , 300 208 . 900 
6 38 1 , 500 296 , 900 252 ' 1 00 2 1 6 , 800 
7 394 , 700 307 500 260 , 900 224 , 700 
8 407 , 800 3 1 7 , 800 269 , 700 232 600 
9 420 , 800 327 , 900 278 , 500 240 , 600 
10 433 ' 700 337 , 900 287 , 300 248 , 700 
l l  443 , 700 347 , 700 296 , 000 256 , 900 
1 2  449 ， お00 357 , 200 304 , 600 265 , 200 
1 3  455 900 365 , 600 3 1 3 , 200 273 , 500 
1 4  46 1 , 500 372 , 000 3 2 1 , 400 281 , 700 
1 5  466 , 300 378 , 1 00 329 ' 300 289 , 200 
1 6  382 , 400 335 , 800 296 , 400 
1 7  342 000 302 , 200 
1 8  345 , 900 307 , 500 
1 9  349 , 700 3 1 1 , 400 
20 353 , 500 3 1 5 , 000 
2 1  3 18 , 600 
22 322 , 200 






～ 5 , 200円 （ 現行4 , 500円 ）
15km未満
片 道15km以上
～ 7 , 000円 （ 現行6 , 100円 ）
20km未満
片 道20km以上 9 ,000 円 （ 現行7 , 800円 ）
3 ） 交通機関 と 交通用具併 用 者
上記1 ） 及 び2 ） と 同 様
(5) 期 末 ・ 勤勉手当一年 間 支 給割合 （ 4 . 9 月 分 ）
を 現行 ど お り と し ， 支 給 日 に つ い て は 昭
和 59年度か ら 変更 （ 民聞 の支給実態 を 考
慮 ） 一
支給 日
6 月 期 6 月 30 日 （ 現行 6 月 15 日 ）
1 2 月 期 1 2 月 10 日 （ 現行 12 月 5 日 ）
3 月 期 3 月 15 日 （ 現行 ど お り ）
III . 実施時期
昭和58年 4 月 1 日
5 等 級 6 等 級 7 等 級 8 等 級
俸給 月 額 俸給 月 額 ｛奉給 月 額 ｛奉給 月 額
Pl  P.l flJ 11 J 
126 , 800 1 08 , 600 
155  000 133 , 300 1 1 4 , 000 88 , 900 
1 6 1 . 900 1 39 , 900 1 20 ODO 91 , 600 
1 69 , 000 1 46 ‘ 500 1 26 , 700 94 500 
1 76 , 500 153 300 132 , 900 97 , 500 
1 84 ' 1 00 1 59 , 800 1 37 900 1 00 , 9〔）（）
1 9 1 , 600 1 66 , 200 1 42 , 7α） 104 700 
1 98 800 1 72 , 600 147 . 500 108 600 
206 , 000 1 77 , 900 1 5 1 , 800 1 1 2 400 
2 1 2 , 900 183 , 300 1 55 , 700 1 1 5 , 800 
2 1 9  700 1 88 , 400 1 59 500 1 1 8 , 800 
226 , 400 1 93 , 500 163 , 200 1 2 1 , 600 
233 ' 1 00 1 9 8 , 500 1 66 , 900 124 400 
239 , 600 203 , 000 1 69 600 1 26 , 600 
245 , 800 207 , 300 1 72 , 300 1 28 '  800 
25 1 , 500 2 1 1 , 600 1 75 000 1 30 , 900 
257 , 000 2 15  600 177 ' 500 1 32 , 500 
2 6 1 ' 1 00 218 , 900 1 79 , 900 
264 , 500 22 1 , 900 1 8 1 , 900 
267 , 900 224 , 200 
270 , 400 226 , 500 
272 , 900 228 , 800 
275 , 300 231 , 000 
277 , 700 233 , 200 
280 , 1 00 
282 , 500 
3 1  -
昭和58年 9 月 1 日 発 行
口 行政職俸給表同
品凪弓ー 報 第238号
�·械の等級 特 1 等 級 1 等 級 2 等 級 3 等 級 4 等 級 5 等 級
－＇ワ日ー 14交 ｛奉 *i� }'j 吉ti ｛奉 給 月 吉t� ｛泰 給 月 組 ｛奉 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
PJ ドJ P-J 円 円 円
1 1 8 1 , 300 153 , 200 1 25 , 500 1 1 0 ' 900 89 , 600 80 0 00 
2 1 87 , 300 1 58 , 700 1 3 1 , 000 1 1 5 ' 700 9 2 , 300 82 300 
3 193 , ::rno 1 64 ' 300 1 36 , 500 1 2 0 , 500 95 , 400 84 , 700 
4 199 , 500 1 69 , 900 1 4 2 ' 100 125 , 500 9 8 , 500 87 ' 100 
5 206 ' 1 0 0  1 7 5 , 600 1 47 , 700 1 30 , 500 1 02 ' 000 89 ' 600 
6 2 1 2 ,  7 00 1 8 1  300 1 5 3 , 200 1 35 , 400 1 06 , 1 00 92 , 200 
7 2 1 9 , 600 1 86 , 900 1 58 , 400 1 40 '  200 l l O 900 95 , 200 
8 226 , 500 1 9 2 , 500 1 63 , 500 1 44 , 900 1 1 5 ' 700 98 , 200 
9 233 400 1 9 8 , 1 00 1 68 , 600 1 4 9 , 600 1 20 400 1 0 1 ' 600 
1 0  240 , 200 203 , 1 00 173 , 700 1 54 , 200 1 25 ,  1 00 1 05 , 500 
1 1 247 ' 1 00 208 ' 000 1 7 8 , 200 158 , 700 1 29 ' 700 1 09 600 
1 2  254 , 000 2 1 2 900 1 8 2 , 700 1 6 2 , 900 1 34 000 1 1 3 ,  7 00 
1 3  260 ' 7 00 2 1 7 , 800 1 87 ' 1 00 1 6 7 , 100 1 38 , 000 1 1 7  , 900 
1 4  267 , 300 222 ' 7 00 1 9 1 , 500 1 7 1 , 1 00 1 41 , 700 122 , 000 
1 5  273 , 200 227 , 400 1 9 5 , 800 1 74 , 900 1 45 , 000 1 2 5 , 700 
1 6  279 , 000 232 , 1 00 200 ' 0 00 1 78 , 400 1 47 800 1 29 '  1 00 
1 7  284 , 800 236 , 600 204 , 200 1 81 , 700 1 50 , 500 1 32 , 400 
1 8  290 , 500 241 , 1 00 208 , 400 1 8 5  000 1 5 3 ' 1 00 1 3 4 , 900 
19 29 5 , 300 245 ' 6 00 2 1 2 , 500 1 88 , 200 1 55 , 700 1 3 7 ' 3 00 
20 300 , 1 00 249 , 900 2 1 6 , 000 1 90 , 600 1 5 8 ' 100 1 39 ' 700 
2 1  304 1 00 253 , 800 2 1 8 , 900 1 9 2 , 600 1 60 1 00 1 4 1 , 6 00 
22 308 ' 100 257 , 500 221 , 400 1 94 , 600 1 62 '  1 00 143 , 500 
23 3 1 2 ,  1 00 260 , 800 223 , 700 1 96 , 600 1 64 000 1 4 5 , 400 
24 3 1 5 , 500 264 ' 1 00 225 700 1 98 , 500 1 65 , 900 1 47 .  300 
25 266 , 500 227 700 200 , 400 1 67 , 700 1 49 200 
26 2 29 , 7 00 1 5 1 , 100 
27 2 3 1 ' 700 1 53 , 000 
28 233 , 700 154 , 800 
29 1 5 6 , 500 
教育職俸給表
イ 教育職俸給表（ー ）
卜＼＼ 職務の等級 1 生守q; 級 2 等 お：；＆ 3 等 奇vx 4 等 守＼；＆ 5 等 存1主
サ ｛奉 ｛奉 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 f奉 給 月 額 ｛奉 給 月 五良
ド l PJ いj 円 PJ 
1 1 76 , 700 1 28 '  600 1 04 ' 600 
2 205 9 α） 1 84 , 7 00 1 36 500 109 , 200 
3 264 , 0 00 2 1 5  1 00 1 9 2 , 800 1 44 , 500 1 1 4 , 1 00 
4 274 , 000 224 , 300 2 0 1 , 000 1 5 2 , 500 120 ' 100 
5 2 84 , 000 233 , 500 209 ' 4 00 1 60 6 00 1 26 , 300 6 294 1 00 242 , 700 2 1 8 ,  000 1 68 , 6 00 1 33 , 200 7 304 , 200 2 5 1 , 900 226 , 600 1 76 , 600 1 40 ' 100 
8 3 1 4 , 300 261 ' 300 235 ' 1 00 1 84 , 600 1 47 , 400 9 3 24 , 400 270 , 700 2 43 , 600 1 92 , 600 1 54 800 
1 0  334 , 500 279 , 900 252 , 000 200 , 600 1 62 , 300 
1 1  344 , 600 289 , 000 2 60 , 200 2 08 ' 4 00 1 69 , 700 
1 2  354 , 800 297 , 600 268 400 2 1 6  200 1 76 , 800 
1 3  365 ' 1 00 305 , 500 276 , 600 223 , 800 1 83 , 600 
1 4  375 , 400 3 1 3 '  1 00 284 700 2 30 4 00 1 89 900 
1 5  385 , 7ぽ） 320 , 700 292 , 200 237 , 000 1 95 , 800 
1 6  396 , 000 3 27 , 900 299 , 700 2 42 , 800 201 , 7 00 
1 7  406 ' 300 335 , 000 307 ' 100 248 , 500 207 200 
1 8  4 1 6 ' 1 00 342 1 00 3 1 4 , 300 254 , 200 2 1 2 , 5 00 
1 9  425 , 000 349 , 200 3 2 1 , 4 00 259 , 800 2 1 7 , 800 
20 433 , 800 356 1 00 328 500 265 , 300 2 2 3 , 000 
2 1  442 600 362 , 400 335 , 300 2 70 , 800 227 , 900 
22 450 700 368 700 342 , 0 00 2 76 , 300 232 , 700 
23 458 ' 1 00 375 000 348 , 1 00 281 , 500 237 , 300 
24 463 600 380 400 353 400 286 , 600 24 1 ,  900 
2 5 468 , 400 385 , 800 357 300 2 9 1 , 700 245 , 500 
26 4 73 , 200 390 , 700 360 , 500 295 , 900 249 1 00 
2 7  394 , 200 299 , 200 252 , 400 
2お 302 , 300 25 5 '  700 29 305 300 25お ， 200;) ( )  260 , 600 
ソ－’ J 
昭和58年 9 月 1 日 発 行 学 報 第 238 号
ロ 教育職俸給表（ニ）
＼＼ 職務の判 特 l 等 級 等 キ及 2 等 級 3 等 級
号 f奉 俸 給 月 額 ｛泰 給 月 富fi 俸 給 月 額 1奉 給 月 額
円 ドj ドJ いl
1 306 , 800 1 1 5 '  1 00 
2 3 1 5 , 600 226 ' 1 00 1 20 , 800 96 , 900 
3 3 24 ' 400 234 , 300 1 2 7 , 700 1 00 , 400 
4 333 , 1 00 242 , 500 1 3 4 , 800 1 04 500 
5 34 1 ,  900 250 , 700 1 4 1 , 800 108 , 600 
6 350 700 2 58 ,900 148 , 800 1 13 ' 500 
7 359 500 267 ' 200 1 55 , 700 1 19 '  1 00 
8 368 , 300 275 , 600 1 6 2 , 500 1 25 , 300 
9 377 1 00 284 , 000 1 69 , 300 1 3 1  900 
10  385 , 700 292 , 400 1 7 6 , 200 1 38 , 600 
1 1  394 , 0 00 300 ' 700 1 83 1 00 1 4 5 ' 300 
1 2  40 1 ,  800 309 , 000 1 90 ' 3 00 1 5 1 , 900 
13  408 900 3 1 7  , 2 00 1 98 200 1 58 , 500 
1 4  4 1 5 , 900 325 , 200 206 , 300 1 64 , 900 
1 5  420 500 333 , 000 2 1 4 , 400 1 7 1  300 
1 6  340 , 900 222 , 500 1 77 ,?00 
1 7  348 , 800 230 , 300 1 84 100 
1 8  3 5 6 , 700 238 , 200 1 90 , 500 
1 9  3 6 4  , 4 00 246 , 000 1 96 , 800 
20 372 ' 000 253 900 203 000 
2 1  378 900 2 6 1  800 208 , 500 
22 385 ' 400 269 700 2 1 3 , 900 
23 39 1 900 277 , 500 2 18 , 900 
24 398 , 4 00 285 , 300 223 , 900 
2 5 402 , 600 293 '  100 228 , 6 00  
2 6  300 100 233 ,300 
27 307 ' 1 00 2 38 000 
28 3 1 4 , 000 242 , 300 
29 320 , 800 24 6 400 
30 327 , 600 250 , 500 
3 1  333 , 600 253 , 800 
32 339 , 400 256 , 900 
33 344 , 400 260 , 000 
34 348 , 600 262 800 
35 352 800 265 000 
36 356 800 
37 359 , 800 
33 -
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ハ 教育職俸給表（司
学 報 第238号
� �.責務の可tJ� 村 1 c寺 級 1 等 出及 2 等 キ及 3 等 キ及
�j- 1恥 w 給 ｝－j 古ti （奉 給 月 富ti ｛泰 給 月 吉良 ｛奉 給 月 額
ドj Pl ドj ドJ
303 . 600 1 04 ' 500 
2 3 1 1 , 400 1 9 2 , 800 1 09 , 800 96 . 900 
3 3 1 9 , 200 2 0 1 , 1 00 1 1 5 ' 1 00 1 00 , 4 00 
4 32 7 , 000 209 500 1 20 , 800 1 04 , 500 
J 「 334 , 800 217 800 127 700 1 08 '  6 00 
6 342 , 500 226 1 00 134 , 800 1 1 3 , 500 
7 350 1 0 0  234 , 300 1 4 1 . 800 1 1 9 '  1 00 
8 357 , 700 242 , 500 1 48 , 800 1 2 5 , 300 
9 364 600 250 , 700 1 5 5 , 700 1 31 , 900 
10 3 7 1 , 500 258 , 900 1 62 ' 5 00 1 38 , 500 
1 1  377 , 700 267 1 00 1 69 , 300 1 4 5 , 1 00 
1 2  3 83 800 275 , 300 1 76 , 200 1 5 1 . 4 00 
1 3  388 , 600 282 , 800 1 83 ' 1 00 1 57 , 600 
1 4  393 , 400 290 , 300 1 9 0 , 300 1 63 , 600 
1 5  3 97 ' 500 29 7 ' 700 1 98 200 1 6 9 , 5 00 
1 6  305 , 000 206 , 300 1 7 5 , 3 00 
1 7  3 1 2 , 200 2 1 4 , 400 1 8 0 , 9 00 
1 8  3 1 9 , 300 222 , 5 00 1 86 , 300 
19 326 , 300 230 , 300 1 9 1  700 
20 333 4 00 238 , 200 1 97 000 
2 1  340 , 400 246 , 000 2 0 1 , 900 
22 346 , 800 253 , 800 206 ' 4 00 
23 352 , 900 2 6 1 , 600 2 1 0 , 900 
24 358 , 300 269 , 300 2 1 5 , 000 
25 362 , 900 276 , 400 2 1 8  900 
26 366 , 600 283 , 300 222 , 1 00 
27 369 600 290 , 200 225 , 1 00 
28 372 ' 600 296 , 600 227 , 7 00 
29 375 , 600 3 02 800 230 , 000 
30 3 08 700 232 , 200 
3 1  3 1 4 , 5 00 234 300 
32 320 , 200 
33 325 , 2 00 
34 330 , 200 
35 334 800 
:::16 338 , 500 
37 342 , 200 
38 345 9 00 
39 348 , 500 
、 一
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医療職俸給表
ロ 医療職俸給表（司
I�制問紋 特 1 等級 l 等 級
号 1泰 俸 給 月 額 俸 給 月 額
flj 円
1 308 , 500 253 , 700 
2 3 1 9 , 800 264 ' 300 
3 331 , 1 00 2 74 900 
4 342 600 285 , 600 
5 354 ' 1 00 296 , 300 
6 365 , 600 307 , 000 
7 377 , 000 3 1 7  400 
8 388 ' 400 327 700 
9 399 , 800 337 900 
10 4 1 1 ,  1 00 347 , 700 
1 1  4 18 , 000 357 ' 200 
1 2  423 , 9 00 365 , 600 
1 3  429 . 500 372 000 
14 434 . 700 3 78 ' 1 00 
1 5  439 , 900 384 200 
16 444 , 400 388 , 500 
1 7  
1 8  
19 
20 





職務の等級 特 l 等 級
サ w 1来 給 月 古H
I L J  
2 2 2  ' 100 
2 229 , 800 
237 800 
4 245 8（〕O
「:J 2 54 ' 200 
6 262 , 700 
7 27 1 300 
8 279 , 800 
9 2 88 , 300 
10 296 800 
1 1  305 ' 1 00 
1 2  3 1 3 , 400 
1 3  3 2 1 , 600 
1 4  329 , 500 
1 5  337 3 00 
1 6  3 44 ' 500 
1 7  3 5 1  600 
1 8  358 , 200 
1 9  364 , 000 
20 367 , 800 
2 1  3 7 1 , 500 










特 2 等級 2 等 級 3 等 級 4 等 級 5 等 級 6 等 級
｛奉給 月 額 俸 給 月 額 f奉 給 月 額 俸給 月 富良 1＃主任 月 額 ｛奉給 月 客員
円 ド］ ドJ ト サ ドl ドj
226 , 600 1 93 , 200 1 43 ' 000 1 1 2 , 1 00 98 , 1 0 0  
234 , 900 201 , 200 1 49 , 800 1 1 7 , 400 1 02 ' 1 00 9 1 , 700 
2 43 ' 300 209 , 300 1 5 6 , 600 1 2 3 . 600 1 06 ' 300 94 800 
252 , 100  2 1 7 , 500 1 63 , 500 1 29 , 800 1 1 0  ' 900 97 900 
260 ' 900 225 , 7 00 1 70 , 500 1 3 5 , 900 1 1 6 '  1 00 1 0 1 ,  600 
269 , 700 233 , 800 1 77 '  500 1 42 , 1 00 1 2 2 , 1 00 1 05 , 400  
278 500 241 9 00 1 84 , 600 1 48 400 1 2 8  1 00 1 09 400 
287 , 300 250 100 1 9 1 , 900 1 54 , 700 1 3 3 , 600 1 1 3 , 000 
296 , 000 258 ' 3 00 199 , 1 00 160 . 800 1 38 '  400 1 1 6 .  200 
304 600 266 , 500 206 , 400 1 66 900 1 43 . 200 1 19 200 
3 1 3 . 200 274 700 2 1 3 . 400 1 73 , 000 1 47 , 800 1 2 1 , 700 
3 2 1 , 400 282 , 700 220 '  1 00 1 78 , 400 1 5 1 , 900 1 2 4 , 200 
3 29 , 300 290 ' 1 00 226 , 700 183 , 700 1 55 900 1 2 5 , 800 
335 800 297 200 2 33 , 300 1 88 , 900 1 5 9  700 
342 , 000 303 , 000 239 , 900 1 94 '  1 00 1 63 , 400 
345 , 900 308 , 600 246 ' 1 00 1 99 ' 100 1 67 司 1 00
349 , 700 3 1 3 , 800 252 , 200 203 700 1 69 , 800  
3 1 8 , 500 258 , 000 208 000 1 72 500 
322 ' 1 00 262 , 300 2 1 2 , 300 1 75 , 000 
325 , 700 266 , 000 2 1 6 , 300 1 77 , 000 
269 , 600 2 1 9  300 
272 ' 1 00 221 , 600 
2 74 , 6 00 223 ' 900 
277 , 000 226 ' 1 00 
1 等 級 2 等 級 3 等 級 4 一日守一，1ーよ 級
｛亭 給 月 吉（（ ｛泰 給 月 吉j'( 俸 給 月 額 ｛本 給 月 古n
j J  J 円 ド j I L J  
173 , 500 1 48 , 600 1 10 ' 500 96 , 300 
1 80 '  2 00 1 54 , 500 1 1 5 ,  600 99 , 800 
1 87 , 000 1 60 , 600 1 20 ' 800 1 03 300 
1 93 , 800 1 66 , 700 1 2 6  400 1 06 900 
200 , 700 1 73 000 1 32 , 000 1 1 0 , 500 
207 , 700 1 79 , 300 1 3 7 , 600 1 1 5 ' 600 
2 1 4 , 700 1 85 , 600 1 43 , 000 1 20 , 700 
221 700 1 9 1 , 800 1 48 , 400 1 26 , 200 
2 28 ' 4 00 1 97 , 900 1 53 , 800 1 3 1  ' 700 
235 100 204 ， （〕（）（） 1 5 9 ' 1 00 137 ' 1 00 
24 1 ,  700 2 1 0 '  1 00 1 64 , 4 00 142 , 300 
248 , 400 2 1 6  200 1 69 , 600 1 47 , 500 
255 , 1 00 222 300 1 74 、 広00 1 5 2  500 
2 6 1 , 800 228 , 400 1 7 9 , 900 157 , 4 00 
268 400 234 , 500 1 84 , 900 1 6 2  200 
275 , 000 240 400 1 89 、 お00 1 66 , 900 
2 8 1  600 2 46 ' 300 1 94 , 700 1 7 1 , 500 
288 , 200 252 ' 1 00 199 , 500 1 76 , 000 
294 , 800 257 , 800 204 300 1 80 , 500 
3 0 1  200 263 ' 300 209 , 000 1 84 , 900 
306 , 8 00 268 , 800 2 1 3 , 600 189 100 
3 1 1 ,  200 274 200 2 1 8 , 2 00 1 93 , 300 
3 1 5 , 400 278 , 500 222 , 800 1 97 300 
3 1 9  400 282 , 700 227 , 400 200 ' 800 
322 600 286 600 2 32 '  000 204 000 
325 , 800 289 , 600 236 , 600 207 , 000 
3 28 500 292 600 24 0 ,  7 00 209 , 900 
295 ' 1 00 244 , 600 2 1 2 ， お00
248 , 400 2 1 5 . 000 
250 , 800 
- 35 
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指定職俸給表
キJ� （泰 給 月 額
1 430 , 0UO 
2 473 , 000 
3 5 28 ' 000 
4 583 000 
5 6 29 000 
6 677 , 000 
7 735 , 000 
8 793 000 
9 85 0 , 000 
10 904 , 000 
1 1  958 , 000 
1 2  980 , 000 
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所
あ け は‘ の 企 画
富 山 市 曙 町 9 - 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 的
、，｛ ー
